





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































プレス図 (1西洋画談J)挿図 7プレス図(ボイス第 6巻図版136)挿図 8
北
斎
の
「
絵
本
彩
色
通
」
弘
化
五
年
(
一
八
四
八
〉
刊
の
後
篇
に
も
つ
い
で
に
挙
げ
れ
ば
、
葛
飾
「
ス
テ
レ
キ
ワ
司
馬
江
漢
創
製
の
腐
蝕
銅
版
画
技
法
の
原
典
に
つ
い
て
上
ー
ト
ル
」
の
製
法
(
説
明
図
入
り
て
「
く
さ
ら
か
し
の
仕
か
た
を
し
め
す
」
と
し
て
腐
ハ
三
四
)
蝕
銅
版
の
特
殊
な
や
り
方
を
書
い
て
い
る
。
な
お
そ
れ
よ
り
前
、
渡
辺
華
山
の
「
客
坐
掌
記
」
天
保
丁
酉
(
一
八
三
七
年
〉
蘭
書
に
依
っ
た
腐
蝕
薬
や
防
蝕
剤
の
条
に
、
の
処
方
の
記
録
が
あ
り
、
ま
た
別
項
に
は
「
シ
ヨ
メ
l
ル
」
の
名
も
出
て
い
る
。
江
漢
と
「
ボ
イ
ス
」
腐
蝕
銅
版
画
の
創
製
の
項
で
引
用
前
述
の
通
り
、
始
め
て
蘭
書
を
そ
の
目
的
の
た
そ
れ
ぞ
れ
「
読
其
書
」
め
-訳
読
し
た
大
槻
玄
沢
に
し
て
も
、
江
漢
自
身
に
し
て
も
、
(
題
地
球
全
図
〉
「
講
其
書
」
(
和
蘭
鏡
・
政
文
)
と
し
で
あ
っ
て
創
製
に
近
い
時
期
に
書
一
か
れ
た
も
の
で
あ
る
の
に
書
名
が
で
て
い
な
い
。
江
漢
は
自
著
「
西
洋
画
談
」
「
和
蘭
通
舶
」
で
は
重
ね
て
「
ボ
イ
ス
」
の
名
を
出
し
た
が
「
シ
ヨ
メ
l
ル
」
は
引
用
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
江
漢
は
こ
の
両
著
よ
り
早
く
、
玄
沢
が
題
言
を
撰
し
た
「
地
球
全
図
略
説
」
の
中
で
、
地
図
の
銅
刻
を
述
べ
た
箇
所
で
は
な
く
、
地
動
説
を
紹
介
記
述
し
た
所
に
の
名
を
出
し
て
い
「
ボ
イ
ス
」
る。
マ
タ
チ
カ
ゴ
ロ
マ
ン
ナ
カ
メ
グ
リ
ヒ
ト
ツ
又
近
来
西
洋
の
人
の
説
に
は
日
は
正
中
に
あ
り
て
地
は
天
を
施
月
も
一
の
世
界
に
し
て
比
ナ
カ
ズ
ミ
メ
グ
リ
ヒ
ト
ツ
地
を
中
心
と
し
て
施
五
星
も
亦
皆
一
の
地
也
と
云
説
有
其
全
象
を
器
に
製
し
て
ヲ
ル
レ
(
三
五
)
イ
へ
レ
イ
」
と
名
づ
け
た
り
其
園
説
は
ボ
イ
ス
と
云
る
人
の
書
中
に
も
あ
ら
ま
し
を
載
た
り
(
三
六
)
ク
ヲ
ダ
Y
余
が
相
識
如
水
松
原
氏
な
る
人
此
器
を
新
製
せ
ん
事
を
企
(
挿
園
9
・
m参
照
)
「
ボ
イ
ス
」
を
江
漢
が
自
著
に
引
用
し
た
の
は
こ
の
箇
所
が
時
代
的
に
最
も
早
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
(
三
七
)
る
が
)、
そ
の
他
に
年
代
は
判
然
と
し
な
い
が
(
お
そ
ら
く
文
化
年
間
と
思
は
れ
「
聴
音
機
引
札
」
も
ケ
ミ
和
蘭
人
ボ
イ
ス
と
云
へ
る
書
中
ニ
闘
説
あ
り
先
生
閲
し
て
之
を
考
へ
製
す
と
書
き
、
「
常
に
た
も
と
に
入
お
き
図
の
如
く
持
ち
口
を
耳
の
穴
一
一
さ
し
入
ル
」
R9 
な
九
義
術
研
五
号
究
ど
こ
の
ほ
か
に
も
使
用
上
の
注
意
や
図
を
入
れ
た
も
の
で
、
今
日
の
補
聴
器
の
素
朴
な
も
の
の
よ
う
で
あ
る
(
伸
図
日
〉
。
以
上
の
二
例
は
器
具
の
類
で
あ
る
が
、
れ
に
し
て
も
「
図
説
」
を
引
用
し
た
も
の
で
、
そ
れ
ら
の
原
図
と
見
ら
れ
る
も
の
は
天球全図・司馬江漢挿図 9オJレレレイ(ボイス第 8巻図版第193)挿図10い
ず
。
ど
ち
ら
も
「
ボ
イ
ス
」
の
辞
典
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
(
挿
図
ロ
参
照
〉
。
90 
江
漢
は
彼
の
親
ん
だ
和
漢
の
典
籍
に
つ
い
て
は
「
春
波
楼
筆
記
」
「
天
地
理
一
諦
」
な
ど
晩
年
の
著
述
に
数
多
く
そ
れ
ら
の
書
名
を
あ
げ
て
い
る
。
し
か
し
江
漢
は
蘭
書
も
相
当
数
閲
覧
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
に
拘
ら
ず
、
彼
の
著
書
に
書
名
|
|
正
確
な
も
の
は
期
待
で
き
な
く
と
も
当
時
の
憤
し
で
あ
っ
た
撰
者
や
著
者
名
を
以
て
書
名
に
代
え
た
り
、
長
い
書
名
の
一
語
を
と
っ
て
呼
び
名
と
し
た
云
い
方
に
せ
よ
|
|
十
(
三
八
)
余
冊
を
挙
げ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
る
に
ボ
イ
ス
だ
け
は
以
上
の
例
だ
け
で
も
少
な
く
と
も
四
回
は
異
っ
た
彼
の
著
書
に
引
用
し
て
い
る
こ
と
が
判
る
。
前
述
の
ヲ
ル
レ
レ
イ
は
模
刻
を
し
て
い
る
し
、
聴
音
機
は
引
札
の
解
説
だ
け
で
は
な
く
実
際
に
(
三
九
)
製
作
し
た
よ
う
で
あ
る
。
「
ボ
イ
ス
」
と
親
し
み
利
用
し
た
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
江
漢
と
「
シ
ヨ
メ
l
ル」
刊
本
と
な
っ
て
い
る
江
漢
の
著
述
に
は
確
か
に
「
シ
ヨ
メ
i
ル
」
を
引
用
し
た
も
の
は
一
つ
も
見
当
ら
な
い
。
(四
O
)
本
「
和
蘭
諦
」
し
か
し
寛
政
戊
午
十
年
二
月
十
八
日
の
日
付
を
持
つ
写
の
中
に
引
用
し
た
箇
所
が
あ
る
。
「
和
蘭
一
部
」
は
一
二
項
目
を
持
つ
「
和
蘭
国
談
」
と
「
お
ら
ん
だ
俗
話
」
と
の
二
段
に
分
か
れ
て
い
る
が
、
後
者
の
し
か
も
終
り
の
方
に
近
く
出
て
く
る
。
そ
の
項
を
次
に
掲
げ
る
。
(
挿
図
日
参
照
〉
和
蘭
よ
り
持
渡
る
細
工
に
ハ
妙
な
る
者
多
し
何
れ
に
て
製
す
る
哉
彼
図
よ
り
持
来
る
奇
器
一
ツ
と
し
て
妙
な
ら
ざ
る
者
な
し
敵
同
惟
巴
洲
の
内
「
イ
キ
リ
ス
」
の
都
「
ロ
ン
ド
ン
」
と
云
所
ヨ
リ
製
作
す
る
者
尤
勝
る
者
な
り
其
衣
を
お
ら
ん
だ
の
都
「
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
」
と
す
「
フ
ラ
ン
ス
」
の
「
ハ
リ
ス
」
の
都
皆
妙
巧
と
な
す
何
レ
ぞ
日
本
人
と
て
も
人
に
替
る
事
は
あ
る
ま
し
古
く
久
グ
煉
た
る
故
一
一
や
か
か
る
妙
工
を
な
す
者
な
り
彼
諸
国
ニ
比
す
れ
は
唐
も
日
本
も
甚
タ
新
し
く
久
し
か
ら
す
ハ
彼
に
も
お
と
る
ま
し
故
ニ
彼
闘
よ
り
工
出
ス
妙
器
ハ
日
本
の
人
工
ム
事
不
能
日
本
の
人
生
得
小
一
一
し
て
何
事
も
人
に
侍
ふ
る
事
を
惜
ミ
只
一
蘭
書
「
ホ
己
の
利
潤
に
せ
し
故
な
り
イ
ス
」
「
シ
ヨ
メ
l
ル」
皆
金
奇
を
治
る
書
一
一
し
て
重
圃
を
入
て
符
合
の
印
を
付
手
を
取
て
導
よ
ふ
に
し
た
る
者
な
小
等
其
書
中
を
閲
し
て
西
洋
重
未
タ
開
け
さ
る
に
似
タ
り
然
共
久
し
く
年
を
経
て
巧
む
時
彼
閣
の
人
ハ
志
し
異
て
人
に
侍
へ
ん
事
を
欲
す
「
コ
ン
ス
ト
カ
ヒ
子
ツ
ト
」
な
と
云
書
物
ハ
皆
大
巻
の
書
な
り
り
書
面
に
不
解
所
あ
り
て
も
霊
園
に
て
能
廃
し
安
し
好
ニ
銅
版
董
及
彫
様
押
様
其
徐
数
品
器
機
を
作
る
(
以
下
略
)
司
馬
江
漢
創
製
の
腐
蝕
銅
版
画
技
法
の
原
典
に
つ
い
て
以
上
に
見
る
よ
う
に
「
其
書
中
を
閲
し
神戸市立南蛮美術館蔵
て
」
と
あ
っ
て
「
ボ
イ
ス
」
「
シ
ヨ
メ
l
ノレ
しー
「
コ
ン
ス
ト
カ
ヒ
ネ
ッ
ト
」
の
三
種
の
い
ず
れ
が
主
で
あ
る
の
か
は
明
確
で
な
い
。
し
か
し
江
漢
は
聴音機引札・司馬江漢
刊
本
の
「
西
洋
画
談
」
の
一
年
前
に
「
シ
ヨ
メ
ー
ル
」
の
名
を
出
し
て
い
な
が
ら
、
の
後
の
刊
本
に
は
全
挿図11
く
そ
の
名
を
出
さ
ず
「
ボ
イ
ス
」
一
本
で
上
通
し
た
彼
の
意
図
は
判
ら
な
い
。
十
一
年
前
の
天
明
七
年
に
出
さ
れ
て
広
く
読
ま
れ
た
刊
本
「
紅
毛
雑
話
」
「
シ
ヨ
メ
l
で
森
島
中
良
が
す
で
に
銅
版
画
の
作
り
方
を
ル
」
を
引
用
し
て
述
べ
た
り
、
前
年
に
前
編
の
出
た
松
平
定
信
の
筆
写
本
「
退
閑
雑
(
四
一
)
記
」
で
同
じ
く
「
シ
ヨ
メ
l
ル
」
に
触
れ
て
あ
り
、
ま
た
江
漢
の
秘
密
主
義
を
批
判
し
た
た
め
、
銅
版
画
創
製
を
誇
っ
て
い
た
江
漢
と
し
て
は
、
自
己
の
開
発
し
た
技
法
の
原
典
に
独
自
性
と
権
威
を
持
た
せ
る
た
め
敢
え
て
「
シ
ヨ
メ
i
ル
」
を
避
け
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
彼
自
身
書
い
た
「
日
本
の
人
生
得
小
に
し
て
何
事
も
人
に
伝
ふ
る
事
を
惜
み
只
一
己
の
利
潤
に
せ
し
故
な
り
」
の
言
葉
が
そ
の
ま
ま
江
漢
の
「
シ
ヨ
メ
l
ル
」
「
ボ
イ
ス
」
に
対
す
る
処
置
を
批
判
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
は
彼
自
身
「
シ
ヨ
メ
l
ル
」
を
引
用
し
た
記
述
の
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
の
に
止
め
る
。
な
お
江
漢
が
並
べ
て
引
用
し
た
も
う
一
冊
の
本
「
コ
ン
ス
ト
カ
ヒ
ネ
ッ
ト
」
に
つ
い
て
述
べ
れ
ば
、
大
槻
玄
沢
が
彼
の
「
蘭
学
階
梯
」
巻
下
の
書
籍
の
項
で
二
十
一
種
の
蘭
書
名
を
挙
げ
、
そ
の
始
め
の
五
冊
に
対
し
て
「
右
何
れ
も
天
文
測
量
、
諸
術
芸
そ
聴音機(ボイス第 4巻図版第89)挿図12
91 
美
術
研
五
号
究
の
書
な
り
」
と
し
、
江
漢
が
ヲ
ル
レ
レ
イ
の
銅
神戸市立南蛮美術館蔵
版
着
彩
図
の
説
明
の
所
で
引
用
し
た
ウ
l
へ
ン
ス
コ
ー
ル
と
同
じ
と
思
え
る
「ウ
l
へ
ン
ス
コ
ー
ル
ブ
l
「おらんだ俗話」
グ
」
が
一
番
目
、
次
に
「
ボ
イ
ス
、
ウ
ヲ
l
ル
デ
ン
ブ
i
グ」、
そ
挿図13
の
次
の
次
四
番
ト
カ
ヒ
ネ
ト
」
を
載
せ
て
い
る
。
そ
の
書
籍
の
項
に
は
シ
ヨ
メ
l
ル
が
最
後
の
二
一
目
に
「
コ
ン
ス
番
目
に
「
シ
ヨ
メ
l
ル
、
ホ
イ
ス
ホ
ウ
デ
レ
キ
ウ
ヲ
l
ル
デ
ン
ブ
ッ
グ
二
冊
増
続
七
冊
七
八
一
)
起
稿
し
、
同
三
年
成
稿
と
さ
れ
て
い
る
。
居
家
纂
要
の
全
書
な
り
」
と
し
て
記
載
し
て
あ
る
。
「
蘭
学
階
梯
」
は
天
明
元
年
(
一
そ
の
頃
の
江
漢
と
玄
沢
と
の
交
際
を
考
え
れ
ば
、
江
漢
の
、
挙
げ
た
三
種
の
蘭
書
は
玄
沢
の
許
に
あ
っ
た
も
の
か
も
知
れ
ぬ
。
ス
ト
カ
ヒ
ネ
ト
」
は
同
じ
も
の
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
江
漢
の
書
い
た
「
コ
ン
ス
ト
カ
ヒ
ネ
ッ
ト
」
と
玄
沢
の
「
コ
ン
「
コ
ン
ス
ト
カ
ヒ
ネ
ッ
ト
」
が
今
日
日
本
に
遺
存
し
て
い
る
か
ど
う
か
調
査
し
て
92 
-
h
、
。
ふ
J
H
L
V
し
か
し
ル
・
コ
ン
ト
の
フ
ラ
ン
ス
語
原
著
の
オ
ラ
ン
ダ
語
版
で
建
築
、
絵
画
、
彫
刻
、
版
画
に
関
す
る
智
識
を
蒐
め
た
綜
合
的
な
技
術
宝
典
と
で
も
い
う
べ
き
(
四
二
)
表
題
の
二
冊
本
の
一
七
四
五
年
に
で
た
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
は
判
っ
て
い
る
の
で
そ
れ
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
「
ボ
イ
ス
」
「
シ
ヨ
メ
l
ル
」
の
該
当
項
目
に
は
、
図
は
各
一
枚
ゃつ
つ
し
か
入
っ
て
い
な
い
。
「
コ
ン
ス
ト
カ
ヒ
ネ
ッ
ト
」
に
ど
の
程
度
入
っ
て
い
た
か
は
知
り
得
な
い
が
、
果
し
て
江
漢
の
い
う
よ
う
に
「
画
図
に
て
能
暁
し
安
」
い
も
の
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
判
ら
な
い
。
以
上
の
ほ
か
に
当
時
伝
来
し
て
い
た
事
の
判
っ
て
い
る
オ
ラ
ン
ダ
画
法
書
に
次
の
も
の
が
あ
る
。
森
島
中
良
の
「
紅
毛
雑
話
」
「
和
蘭
陀
の
画
法
」
の
項
に
の
中
の
「
シ
キ
ル
デ
ル
ブ
ッ
グ
」
の
こ
と
が
書
い
て
あ
り
、
図
版
も
原
書
か
ら
模
写
転
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
原
書
は
の
・
円
〉
局
開
ω
開
著
の
円
。
。
け
ω各一
E
R
g
o
w
の
こ
シ
」
で
あ
り
、
一
七
O
七
年
初
版
で
一
八
三
六
年
の
第
六
版
ま
で
版
を
重
ね
(
各
版
と
も
二
巻
本
)
、
英
、
独
、
〈
四
一
ニ
)
た
版
を
重
ね
て
い
る
。
江
漢
は
「
西
洋
画
談
」
「
和
蘭
通
舶
」
仏
な
ど
の
各
国
語
に
訳
さ
れ
、
し
か
も
そ
れ
ら
の
訳
本
も
ま
「
コ
ン
ス
卜
・
シ
キ
ル
ド
ブ
l
グ
と
い
へ
る
書
」
を
阿
蘭
人
イ
サ
ア
ク
・
チ
ツ
シ
ン
グ
(
四
四
)
か
ら
贈
ら
れ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
後
者
の
本
が
前
者
に
相
当
す
る
と
見
る
考
え
(デ
ッシ
ン
ギ
〉
方
が
妥
当
か
否
か
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
中
良
、
江
漢
両
人
の
述
べ
た
限
り
で
は
そ
れ
ら
両
書
の
銅
版
画
関
係
の
記
載
の
有
無
に
つ
い
て
は
知
る
こ
と
は
で
き
な
ν、
以
上
に
よ
っ
て
腐
蝕
銅
版
画
に
関
し
て
日
本
の
文
書
に
引
用
さ
れ
た
蘭
書
は
所
在
、
内
容
不
明
の
「
コ
ン
ス
ト
カ
ヒ
ネ
ッ
ト
」
を
除
き
い
わ
ゆ
る
「
ボ
イ
ス
」
と
「
シ
ヨ
メ
l
ル
」
と
い
わ
れ
た
二
種
類
に
し
ぼ
ら
れ
る
。
現
在
ま
で
に
江
漢
が
「
ボ
イ
ス
」
と
述
べ
て
い
た
た
め
に
ボ
イ
ス
と
見
る
見
方
、
ま
た
シ
ヨ
メ
l
ル
と
す
る
見
(
四
五
)
方
、
あ
る
い
は
そ
の
両
方
を
と
る
見
方
の
三
通
り
が
あ
っ
た
。
次
に
そ
の
両
書
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
の
詳
細
を
見
た
後
、
腐
蝕
銅
版
画
製
法
に
対
す
る
扱
い
を
比
較
検
討
し
た
い
。
一、
「
ボ
イ
ス
」
「
シ
ヨ
メ
l
ル
」
に
つ
い
て
並
に
そ
れ
ぞ
れ
に
記
載
さ
れ
た
銅
版
画
関
係
項
目
「
ボ
イ
ス
」
に
つ
い
て
ボ
イ
ス
と
は
回
CJ1ω.
開問
σ
0
2
と
い
う
人
の
編
纂
し
た
オ
ラ
ン
ダ
語
辞
書
の
こ
と
で
、
当
時
「
勃
乙
斯
、
術
芸
全
書
」
と
い
わ
れ
、
蘭
学
者
の
必
備
の
書
と
も
い
わ
れ
た
。
原
題
は
Z
F
2〈
〈
g
〈
o-W053
巧
C
O河
口
開
Z
回
O
切
開
〈
ω口
問
。
ロ
ωけ
3
3
巧
2ZDω
の
E
3
g
Z
S
2
0
E
σ
己
】
ゆ
含
目
。
w
w
g
円日比
Z
己
門
tmmw
問。ロロ一
ω
〉
ヨ
ω
Z
E
ω
ヨ
コ
S
l
H斗
斗
∞
「
科
学
の
諸
分
野
と
有
益
な
知
識
の
す
べ
て
を
含
む
新
完
全
技
術
科
学
辞
訳
せ
ば
〈
四
六
)
典
」
と
な
る
が
、
全
部
で
十
冊
あ
る
。
第
一
冊
A
が
一
七
六
九
年
に
刊
行
さ
れ
、
爾
後
毎
年
一
冊
づ
っ
刊
行
さ
れ
、
第
一
O
冊
T
l
Z
は
一
七
七
八
年
に
刊
行
さ
れ
た
(第
八
冊
の
み
一
七
七
六
年
に
刊
行
さ
れ
ず
、
翌
一
七
七
七
年
に
は
第
八
、
九
の
二
冊
が
出
版
さ
れ
た
〉
。
そ
の
構
成
や
内
容
は
扉
に
よ
れ
ば
多
数
の
言
語
の
異
な
る
著
者
た
ち
に
よ
っ
て
世
界
中
の
贋
汎
な
地
域
か
ら
、
凡
ゆ
る
事
象
を
集
め
、
優
れ
た
国
版
を
撰
ん
で
数
多
く
入
れ
て
あ
り
、
内
客
と
し
て
は
自
然
科
事
の
諾
分
野
、
す
な
わ
ち
機
械、
工
具
、
道
具
、
園
面
(
平
面
図
、
天
象
図
〉
、
設
計
圏
、
自
然
界
の
動
、
航
、
鎖
物
(
噴
、
流
出
物
も
含
む
)
の
正
確
な
記
述
で
あ
る
と
と
司
馬
江
漢
創
製
の
腐
蝕
銅
版
画
技
法
の
原
典
に
つ
い
て
上
を
謡
っ
て
い
る
。
本
の
大
き
さ
は
現
在
の
A
5
版
位
で
一
頁
あ
た
り
の
語
数
は
五
O
O
語
未
満
、
総
頁
数
は
八
三
五
O
頁
。
扉
に
一
菰
わ
れ
た
よ
う
に
こ
の
辞
典
の
特
色
と
も
い
え
る
図
版
の
数
は
多
く
、
全
十
巻
を
通
し
て
の
番
号
で
二
八
二
図
版
あ
る
。
枚
の
図
版
に
は
図
が
一
箇
だ
け
と
い
う
も
の
も
ま
れ
に
あ
る
が
、
大
半
は
数
図
が
頭
文
字
を
同
じ
く
す
る
こ
と
を
理
由
に
内
容
の
関
連
は
な
く
詰
め
込
ま
れ
た
も
の
が
多
い
。
し
た
が
っ
て
図
の
数
に
す
れ
ば
図
版
頁
数
の
数
倍
は
入
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
は
全
部
腐
蝕
銅
版
で
作
ら
れ
て
い
る
。図
版
の
利
用
に
関
し
て
云
(
四
七
)
え
ば
前
述
の
江
漢
始
め
当
時
の
多
く
の
人
が
利
用
し
、
模
写
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
図
版
の
中
に
全
部
木
製
の
当
時
の
凹
版
用
手
び
き
印
刷
機
問
。
吋
同
月
開
巴
〉
〉
吋
・
ロ
河
口
開
ハ
宍
何
回
訪
司
一何
回
広
が
見
ら
れ
る
。
挿
画
銅
版
画
の
八
割
に
は
署
名
が
な
い
が
、
署
名
の
あ
る
版
画
家
は
カ
レ
ル
・
ヤ
コ
ブ
・
ド
・
ユ
イ
セ
ル
ハ
リ
・
]
・
(
ぽ
出
口
可
-ω
R
で
生
放
年
は
不
詳
だ
が
オ
ラ
ン
ダ
'十
八
世
紀
の
人
で
あ
る
。
「
ボ
イ
ス
」
の
日
本
伝
来
の
時
期
「
ボ
イ
ス
」
十
冊
本
は
一
七
七
入
年
に
完
結
し
て
か
ら
日
本
に
費
ら
さ
れ
た
も
の
か
、
第
一
冊
目
が
一
七
六
九
年
に
出
始
め
て
か
ら
、
間
も
な
く
見
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
か
は
判
ら
な
い
。
し
か
し
江
漢
の
銅
版
画
の
第
一
作
の
で
き
た
天
明
三
(
一
七
八
三
)
年
ま
で
に
は
十
冊
全
部
か
、
そ
の
何
冊
分
か
は
不
明
で
あ
る
が
入
っ
て
い
た
こ
と
が
判
る
。
そ
れ
は
前
節
で
も
述
べ
た
が
、
天
明
三
年
成
稿
の
大
槻
玄
沢
の
「
蘭
学
階
梯
」
巻
下
の
「
書
籍
」
の
項
に
他
の
蘭
書
と
共
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
往
々
舶
来
の
群
籍
、
諸
家
秘
蔵
す
る
所
に
し
て
、
余
等
既
に
目
撃
す
る
も
の
数
十
部
に
及
ぶ
、
近
来
吾
が
輩
の
翻
詳
の
業
を
起
す
の
際
、
語
家
よ
り
請
ひ
受
て、
各
々
家
蔵
す
る
も
93 
の
亦
少
か
ら
ず
、
今
二
三
を
奉
て
左
に
記
す
美
術
研
五
号
釘舟 守
ノ』
と
し
て
一
二
種
を
あ
げ
、
そ
の
二
番
目
に
ボ
イ
ス
、
ウ
ヲ
l
ル
J
ア
ン
プ
l
グ
と
載
せ
て
い
る
。
同
じ
天
明
三
年
起
稿
し
た
玄
沢
の
「
薦
録
」
の
中
の
引
証
書
目
に
も
「
勃
伊
斯
風
物
韻
曾
」
と
し
て
挙
が
っ
て
い
る
。
〈
わ
〈
わ
ん
ぶ
ほ
か
に
は
前
出
の
「
紅
毛
雑
話
」
の
巻
之
三
「
火
涜
布
」
の
項
に
近
頃
蛮
舶
の
も
た
ら
し
来
る
「
ヒ
ユ
ブ
ネ
ル
ス
」
組
経
人
「
ボ
イ
ス
」
朋
等
が
著
し
た
る
書
の
中
に
、
委
敷
其
製
法
を
載
せ
た
り
。
と
あ
り
、
中
良
の
兄
、
桂
川
甫
周
の
物
語
と
し
て
往
年
蕃
客
の
旗
亭
に
て
封
話
の
時
、
火
涜
布
の
談
に
お
よ
び
、
鳩
渓
が
、
会
り
こ
せ
た
る
石
麻
を
出
し
て
加
比
丹
「
ア
ウ
レ
ン
ト
ウ
ヰ
ル
レ
ン
へ
イ
ト
」
に
鑑
定
せ
し
め
た
れ
ば
(
以
下
略
と
あ
る
。
鳩
渓
平
賀
源
内
が
火
涜
布
を
作
っ
た
の
は
明
和
元
年
〈
一
七
六
回
)
で
あ
る
が
、
「
ア
ウ
レ
ン
ト
ウ
ヰ
ル
レ
ン
へ
イ
ト
」
と
は
〉
B
E
巧
巴
O
B
聞
広
任
の
こ
と
で
彼
は
安
永
元
年
(
一
七
七
二
〉
か
ら
天
明
元
年
(
一
七
八
一
)
(
四
八
〉
商
館
長
と
し
て
江
戸
に
来
て
い
る
。
そ
の
内
の
第
何
回
目
の
時
に
火
涜
布
に
つ
い
て
ま
で
全
部
で
六
回
対
話
し
た
の
か
、
ま
た
そ
れ
を
「
往
年
」
と
し
た
記
録
は
何
時
で
あ
る
か
は
明
確
で
は
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
そ
れ
ま
で
に
は
「
ボ
イ
ス
」
の
書
が
入
っ
て
い
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
「
ボ
イ
ス
」
を
今
日
日
本
各
地
で
所
蔵
し
て
い
る
処
は
十
冊
の
完
全
な
も
の
、
冊
数
の
揃
わ
な
い
も
の
合
わ
せ
て
十
箇
所
を
越
え
て
い
る
。
挿
画
に
つ
い
て
は
前
述
し
た
よ
う
に
模
写
と
い
う
形
で
見
ら
れ
る
が
、
内
容
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
「
ボ
イ
ス
、
四
ナ
チ
ュ
ル
な
ど
必
備
の
書
を
読
む
に
至
て
初
め
て
エ
レ
キ
テ
ル
の
玩
弄
物
に
あ
ら
ざ
94 
る
を
知
る
」
と
綱
嶋
崎
明
柵
究
理
原
に
出
て
い
た
り
、
厚
生
新
編
で
シ
ヨ
メ
l
ル
を
線
訳
す
る
際
、
「
ボ
イ
ス
」
の
図
説
を
利
用
し
た
こ
と
が
判
っ
て
い
る
。
そ
の
他
硝
子
、
〈
四
九
〉
活
版
印
刷
機
に
関
す
る
項
な
ど
が
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。
「
ボ
イ
ス
」
に
あ
る
銅
版
画
製
作
関
係
項
目
腐
蝕
銅
版
画
開
、
吋
ω出
Z
(第
三
巻
一
七
七
一
年
)
彫
刻
。
河
〉
〈
問
問
何
回
W
Z
。
月
〉
〈
何
何
回
N
ω
H，H
一
司
、
吋
(
第
四
巻
一
七
七
二
彫
刻
刀
年版
画
家
可
円
、
〉
〉
吋
ω
Zロ
ロ
開
問
ω
(第
八
巻
一
七
七
七
年
)
印
刷
問
。
司
何
回
N
何
M
V
F
〉
〉
吋
ロ
河
口
間
関
開
問
J
ヘ
(
第
六
巻
一
七
七
四
年
〉
イ
ン
グ
ロ
H
N
C
同
H
Z
Mハ
(
第
五
巻
一
七
七
三
年
)
他
に
メ
ゾ
チ
ン
ト
冨
閃
N
N
c
d
z吋
。
や
ス
テ
ル
グ
ワ
l
テ
ル
ω吋
同
月
間
巧
〉
づ
同
月
が
説
明
の
分
量
は
少
な
い
が
出
て
い
る
。
そ
し
て
前
述
の
プ
レ
ス
の
挿
図
(第
六
巻
)
が
あ
る
。
「
シ
ヨ
メ
l
ル
」
に
つ
い
て
「
シ
ヨ
メ
l
ル
」
と
は
「
居
家
纂
要
の
全
書
」
(
玄
沢
〉
、
「
家
治
詞
書
」
(
鍋
島
家
蘭
書
目
録
)
な
ど
と
呼
ば
れ
た
日
用
家
庭
百
科
辞
典
で
あ
る
が
、
「
厚
生
新
編
」
の
表
題
で
和
訳
さ
れ
た
も
の
の
原
本
で
あ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
「
シ
ヨ
メ
l
ル」
は
フ
ラ
ン
ス
人
の
牧
師
冨
-zo巴
(
V
F
O
B
巴
と
い
う
原
著
者
の
名
前
を
略
称
し
た
も
の
で
、
日
本
に
費
ら
さ
れ
た
の
は
そ
の
オ
ラ
ン
ダ
訳
本
で
あ
っ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
訳
本
の
初
版
は
一
七
四
三
年
の
二
冊
本
で
あ
る
。
次
に
・撰
者
が
変
は
っ
て
一
七
六
八
年
か
ら
一
七
七
七
年
ま
で
か
か
っ
て
七
冊
本
の
改
訂
増
補
倍
版
を
出
し
た
。
翌
一
七
七
八
年
に
は
そ
れ
の
表
題
と
造
本
を
僅
か
に
変
え
た
だ
け
で
、
内
容
は
全
く
同
一
の
七
冊
本
を
出
し
て
い
る
。
さ
ら
に
一
七
八
六
年
か
ら
一
七
九
三
年
ま
で
に
九
冊
本
を
一
七
七
八
年
版
七
冊
本
の
続
篇
と
し
て
出
し
た
。
こ
の
九
冊
本
は
前
の
七
冊
本
と
合
せ
て
十
六
冊
本
と
も
称
し
た
。
其
の
後
縮
冊
版
の
四
冊
本
が
出
た
り
、
十
八
冊
本
も
あ
る
と
い
う
が
後
者
に
つ
い
て
は
知
ら
な
い
。
こ
こ
で
取
り
あ
げ
る
の
は
刊
行
年
の
関
係
か
ら
二
冊
本
と
七
冊
本
の
二
種
類
で
あ
る
。
二
冊
本
の
総
頁
数
は
一
四
九
六
頁
で
あ
り
、
七
冊
本
は
四
三
七
O
頁
と
な
っ
て
い
る
。
両
書
と
も
本
の
大
き
さ
は
同
じ
(
二
七
×
一
二
セ
ン
チ
)
で
活
字
の
組
み
方
も
左
右
二
段
組
で
あ
る
が
、
二
冊
本
の
方
は
行
数
が
僅
か
少
な
く
す
い
た
感
じ
が
す
る
。
表
題
は
フ
ラ
ン
ス
原
本
の
表
題
U
W
Z
。S
E
U
9
8
5
5
5
8
の
オ
ラ
ン
ダ
訳
で
あ
る
か
ら
同
じ
で
よ
さ
そ
う
な
も
の
だ
が
こ
冊
本
は
国
c
a
z
o
c
u開
戸
ペ
問
看
O
O河
口
回
O
開
問
七
冊
本
(
一
七
六
八
l
一
七
七
七
〉
は
同日
ω出
O
C口
開
戸
ペ
問
者
O
O河
口
開
Z
回
。
開
問
で
あ
る
。
そ
し
て
七
冊
本
の
一
七
七
八
年
の
表
題
は
こ
れ
と
異
な
る
が
、
後
の
続
篇
の
九
冊
本
、
あ
る
い
は
正
続
い
っ
し
ょ
に
し
た
十
六
冊
も
同
じ
で
〉
戸
の
何
冨
何
開
Z
Z
C
H
ω
出
o
d
u開
円
、
口
問
J
Z〉叶，
C
C
H
N
J
N
開
口
開
問
C
Z
Eの
'
同
Z
同
O
Z
ω
づ
当
O
O河
口
HWZ回
O
開
問
と
書
か
れ
て
い
る
。
た
だ
し
九
冊
本
の
扉
に
は
表
題
の
上
に
〈
開
問
〈
。
円
。
。
M
V
冨
-
Z
O開
F
n
z
o
y山
開
戸
と
し
て
続
編
を
明
記
し
て
い
る
。
こ
の
主
表
題
の
す
ぐ
後
の
副
題
は
「
財
産
を
殖
や
し
健
康
を
保
持
す
る
た
め
の
多
く
の
方
法
を
蒐
め
た
」
と
い
う
意
で
あ
る
が
、
以
上
の
三
種
と
も
同
じ
で
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
。
。
何
口
、
吋
何
〈
何
回
山
冨
何
何
河
口
何
回
N開
Z
・
開
Z
N
己
Z
開
。
開
N
O
Z口
出
何
回
口
斗
開
司
馬
江
漢
創
製
の
腐
蝕
銅
版
画
技
法
の
原
典
に
つ
い
て
上
ロ
何
回
C
C口
開
Z
「
厚
生
新
編
」
の
原
本
は
一
七
七
八
年
の
七
冊
本
で
国
会
図
書
館
蔵
本
と
さ
れ
て
(五
O〉
い
る
が
、
そ
の
「
厚
生
新
編
」
の
初
め
に
あ
る
『
訳
編
初
稿
大
意
」
に
原
本
の
扉
に
書
か
れ
て
い
る
内
容
に
つ
い
て
巻
首
標
題
に
全
部
中
集
録
牧
入
の
提
綱
あ
り
と
し
て
-
訳
し
て
い
る
。
要
す
る
に
副
題
の
示
す
通
り
生
活
の
実
益
増
大
の
た
め
に
役
立
つ
よ
う
な
良
法
を
示
し
て
い
る
も
の
で
そ
の
た
め
の
大
綱
だ
け
で
十
一
件
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
牧
畜
、
猟
漁
、
園
芸
培
養
、
物
品
製
造
、
食
品
貯
蔵
調
理
醸
造
な
ど
に
関
す
る
実
用
項
目
や
交
易
を
営
利
す
る
た
め
に
用
意
す
べ
き
簡
要
法
と
か
、
諸
芸
術
、
及
理
学
井
校
巧
簡
嬬
法
、
あ
る
い
は
あ
ら
ゆ
る
職
業
の
人
の
始
め
に
知
っ
て
お
く
べ
き
諸
件
と
い
っ
た
も
の
で
内
容
は
多
岐
に
わ
た
っ
た
実
用
記
事
に
よ
る
百
科
辞
典
で
あ
る
。
ま
た
別
の
所
で
も
表
題
と
そ
の
訳
に
つ
い
て
此
書
原
版
二
巻
な
る
も
の
の
題
名
を
「
永
イ
ス
ホ
i
デ
レ
l
キ
・
ウ
ヲ
ル
ド
プ
ッ
グ
」
と
云
、
明
一
一
鶴
一
師
一
繍
鈴
相
校
校
ぺ
)
「
ホ
イ
ス
ホ
l
J
アレ
l
キ
」
と
い
ふ
辞
を
諾
す
れ
ば
人
各
家
職
を
務
め
、
そ
れ
λ
¥
の
生
産
を
計
り
修
め
ら
る
べ
き
云
々
と
い
ふ
語
義
あ
り
。
こ
れ
に
漢
語
を
あ
て
ば
厚
生
と
も
い
ふ
義
な
る
べ
し
。
(
中
略
)
「
ウ
ヲ
1
ル
ド
・
プ
ッ
グ
」
は
即
ち
そ
れ
ら
事
物
の
寄
語
の
書
と
い
ふ
事
な
り
(
以
下
略
〉
と
も
述
べ
て
い
る
。
な
お
二
冊
本
、
七
冊
本
の
そ
れ
ぞ
れ
の
オ
ラ
ン
ダ
訳
者
や
そ
の
刊
行
地
に
つ
い
て
も
一
項
を
設
け
-
訳
し
て
あ
る
。
長
い
の
で
要
点
だ
け
を
述
べ
れ
ば
本
編
原
と
弐
加
で
で
き
た
本
で
あ
る
。
著
者
は
フ
ラ
ン
ス
の
メ
l
ス
テ
ル
・
ヌ
l
ル
・
シ
ヨ
メ
イ
ル
と
い
う
人
で
あ
っ
た
。
南
和
蘭
地
方
の
ゴ
ウ
ダ
の
ラ
テ
ン
平
校
の
ヤ
ン
・
ロ
ッ
テ
ウ
エ
1
キ
・
シ
キ
ュ
l
ル
と
ウ
ヱ
ス
テ
ル
と
い
う
雨
先
生
が
和
蘭
文
に
翻
誇
増
補
し
た
も
の
を
一
七
四
三
年
レ
エ
イ
デ
ン
と
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
本
屋
が
印
行
し
た
。
後
フ
リ
ー
ス
ラ
ン
ド
の
レ
l
ウ
・
フ
ル
ワ
ン
デ
ン
の
人
デ
・
サ
ル
モ
ッ
ト
が
原
著
に
就
て
大
い
に
こ
95 
一
五
五
号
(
五
一
〉
れ
を
増
蹟
補
訂
し
て
、
途
に
七
巻
の
本
と
し
た
。
美
術
研
究
と
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
い
る
。
以
上
「
シ
ヨ
メ
l
ル
」
の
二
冊
、
七
冊
の
両
種
の
成
り
立
ち
、
そ
の
関
係
、
ま
た
こ
の
辞
典
の
特
色
を
記
し
て
き
た
が
、
二
冊
本
と
七
冊
本
に
見
ら
れ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
挿
画
が
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
か
を
述
べ
て
お
き
た
U、
二
冊
本
、
七
冊
本
の
挿
画
に
つ
い
て
「
シ
ヨ
メ
l
ル」
七
冊
本
の
挿
画
の
一
枚
型
ωえ
り
が
「
紅
毛
雑
話
」
に
「
鍍
板
之
具
」
と
し
て
転
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
前
述
し
た
。
そ
の
他
に
も
同
書
の
「
鉄
砲
掠
之
図
」
も
「
シ
ヨ
メ
l
ル
」
か
ら
模
写
転
載
し
て
い
る
。
原
図
は
V
の
所
の
司
E
m巴
討
の
狐
な
ど
を
と
る
民
が
三
種
の
っ
て
い
る
中
の
中
央
の
鉄
砲
を
し
か
け
た
狐
狼
用
の
畏
の
図
を
模
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
じ
七
冊
本
の
図
版
番
号
に
数
字
と
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
両
方
の
表
示
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
七
冊
本
だ
け
で
は
判
ら
な
い
こ
と
で
、
二
冊
本
と
の
関
係
を
知
る
こ
と
で
始
め
て
納
得
が
い
く
。
二
冊
本
に
は
第
一
巻
A
|
M
の
始
め
に
口
絵
が
一
枚
、
挿
画
は
二
巻
の
通
し
番
ロ
す
で
、
一
か
ら
三
三
、
第
二
巻
N
l
Z
に
は
口
絵
は
な
く
三
四
か
ら
八
O
ま
で
の
図
版
が
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
八
O
枚
の
図
版
の
図
柄
は
そ
の
ま
ま
で
撰
者
も
内
容
や
量
も
変
わ
っ
た
七
冊
本
に
全
部
引
き
継
が
れ
た
。
内
容
を
増
補
改
訂
し
て
約
三
倍
近
い
頁
数
に
ふ
く
ら
み
、
冊
数
も
七
冊
に
な
っ
た
デ
・
シ
ヤ
ル
モ
版
は
二
O
枚
の
挿
画
を
加
え
た
。
そ
れ
ら
に
つ
け
た
図
版
番
号
は
E
S門
〉
か
ら
2
8門
〈
ま
で
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
で
あ
り
、
そ
し
て
第
二
冊
か
ら
後
の
六
冊
に
分
散
し
て
加
え
ら
れ
て
〈
五
二
)
い
る
。
七
冊
本
に
組
み
こ
ま
れ
た
八
O
枚
の
画
の
内
容
は
同
じ
で
あ
る
が
、
頁
数
な
ど
欄
外
の
文
字
は
当
然
彫
り
変
え
ら
れ
て
い
る
。
七
冊
を
一
七
七
八
年
版
と
し
て
表
題
を
変
え
て
出
し
た
版
の
口
絵
で
は
欄
外
に
は
一
六
叶
，
開
戸
別
ペ
ロ
開
z
g
円
、
切
開
C
巧
〉
河
口
何
回
可
】
oz・
戸
開
冨
己
同
g
出
・
〉
・
口
開
(
U
出
96 
(
U
同
〉
円
、
宮
O
、H
，
H
斗
斗
∞
と
撰
者
と
出
版
地
の
文
字
を
彫
り
加
え
た
。
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
図
版
番
号
を
も
っ
二
O
枚
は
四
半
世
紀
を
経
て
増
補
改
訂
さ
れ
た
七
冊
本
の
内
容
が
時
代
と
共
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
最
も
よ
い
例
が
図
版
D
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
示
さ
れ
た
道
具
類
は
銅
版
画
の
製
版
技
法
の
一
種
で
あ
る
ク
レ
ヨ
ン
技
法
の
た
め
の
専
用
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
技
法
と
は
グ
レ
ヨ
ン
な
ど
の
柔
か
な
筆
触
を
そ
の
ま
ま
銅
版
画
に
再
現
し
よ
う
と
す
る
た
め
の
技
法
で
あ
る
(
五
三
)
が
、
そ
の
グ
レ
ヨ
ン
技
法
に
つ
い
て
A
・
M
・
ハ
イ
ン
ド
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る。
フ
ラ
ン
ス
の
フ
ラ
ン
ソ
ワ
』
gロ
(vg
ュg
E
N〉
z
n
C
H
ω
(
ロコ
1
3
)
は
デ
マ
ル
ト
オ
ロ
開
玄
〉
H
N
H
，
開
〉
己
(ロ
N
N
l
口三)、
ル
イ
・
ボ
ネ
円
。
三
ω
∞。，
Z
Z開
叶
(
口
ω印
〈
お
ゆ
〉
!
口
ω
ω
)
の
二
人
と
そ
の
技
法
の
発
明
を
宣
言
し
、
七
五
七
年
に
は
フ
ラ
ン
ス
の
ア
カ
デ
ミ
ィ
ロ
ワ
イ
ア
ル
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
そ
の
翌
年
彼
は
さ
ら
に
称
号
と
年
金
を
与
え
ら
れ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
ク
レ
ヨ
ン
技
法
は
実
質
上
承
認
さ
れ
た
こ
と
に
な
っ
た
と
。
し
た
が
っ
て
四
三
年
版
の
二
冊
本
に
掲
載
が
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
挿
画
に
関
連
し
て
、
そ
う
し
た
時
代
の
変
遷
に
七
冊
本
が
敏
感
に
反
応
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
な
お
挿
画
々
家
は
口
絵
は
ヤ
ン
・
プ
ン
ト
む
ロ
司
dz↓
(
一
七
一
一
l
一
七
七
九
頃
¥ノ
オ
ラ
ン
ダ
の
画
家
、
彫
版
家
で
あ
る
。
二
冊
本
と
七
冊
本
の
新
し
い
分
に
も
サ
イ
ン
を
い
れ
て
最
も
数
多
く
描
い
て
い
る
画
家
は
司
・
(
ぽ
∞
〉
阿
ハ
同
開
問
。
サ
イ
ン
で
は
彫
版
R
E
q・
も
少
数
あ
る
。
他
に
画
家
、
彫
版
家
と
し
て
回
・
2
わ
〉
河
吋
や
ω司
ペ
同
の
サ
イ
ン
が
見
ら
れ
る
。
二
冊
木
、
七
冊
本
の
日
本
伝
来
の
時
期
既
に
述
べ
た
よ
う
に
「
シ
ヨ
メ
i
ル
」
に
関
し
て
も
大
槻
玄
沢
の
「
蘭
学
階
梯
」
の
書
籍
の
項
に
で
て
い
る
。
シ
ヨ
メ
1
ル、
ホ
イ
ス
ホ
ウ
デ
レ
キ
ウ
ヲ
1
ル
デ
ン
プ
ッ
グ
二
加
、
増
績
七
冊
居
家
纂
要
の
全
世
一日
な
り
こ
れ
で
天
明
三
年
ま
で
に
「
ボ
イ
ス
」
と
共
に
二
冊
本
、
七
冊
本
と
も
玄
沢
の
手
許
に
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
二
冊
木
の
現
存
す
る
香
川
大
学
、
神
原
文
庫
蔵
本
の
表
紙
に
は
二
冊
と
も
』
O
臼
巧
。
同
C
C
N〉
Jヘ冨
C
Z
と
墨
書
の
サ
イ
ン
が
あ
り
、
ま
た
』
Oω
阿
君
。
の
小
さ
な
朱
印
が
本
の
頁
の
処
処
に
押
し
て
あ
る
。
そ
れ
は
吉
雄
耕
牛
の
蔵
書
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
が
、
幸
左
衛
門
を
称
し
て
い
た
時
期
か
ら
そ
の
二
冊
は
安
永
五
年
(
一
七
七
六
)
二
冊
本
の
玄
沢
家
に
(
五
四
)
あ
っ
た
も
の
は
山
片
重
芳
か
ら
借
り
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
既
に
知
ら
れ
て
い
る
。
玄
沢
は
「
薦
録
」
の
引
証
書
目
に
「
削
墨
児
」
と
書
き
「
特
に
其
図
を
取
る
」
と
し
タ
パ
コ
て
あ
る
。
そ
れ
は
石
川
大
浪
に
模
写
さ
せ
た
「
苔
政
菰
草
並
苔
政
鶴
島
土
人
図
」
を
よ
り
前
に
入
っ
て
い
た
こ
と
、
指
す
が
、
そ
の
原
図
は
司
E
h
Z
勾
で
あ
る
。
そ
の
図
は
二
冊
本
に
も
七
冊
本
に
も
前
述
の
通
り
載
っ
て
い
る
。
七
冊
本
に
つ
い
て
は
「
紅
毛
雑
話
」
の
記
述
を
引
用
し
た
が
テ
ッ
チ
ン
ギ
す
な
は
ち
イ
サ
ア
グ
・
チ
チ
ン
グ
の
商
館
長
と
し
て
来
日
し
た
の
は
安
永
八
年
ハ
一
七
七
九
)
か
ら
天
明
四
年
ま
で
に
四
回
、
(
五
五
)
る
。
そ
れ
ら
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
の
機
会
に
樽
林
重
兵
衛
が
ゆ
ず
り
受
け
、
江
戸
に
は
安
永
九
年
と
天
明
二
年
に
二
回
き
て
い
そ
れ
が
桂
川
家
に
入
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
二
冊
本
の
日
本
に
現
存
す
る
も
の
は
稀
の
よ
う
で
あ
る
が
、
七
冊
本
か
ら
後
の
版
(
五
六
〉
に
な
る
と
各
地
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
典
籍
秦
鏡
や
日
本
か
ら
の
注
文
の
記
録
を
見
司
馬
江
漢
創
製
の
腐
蝕
銅
版
画
技
法
の
原
典
に
つ
い
て
上
て
も
長
い
期
間
に
わ
た
っ
て
需
要
が
あ
っ
た
こ
と
が
判
る
。
「
厚
生
新
編
」
を
始
め
、
翻
訳
さ
れ
た
り
、
引
用
さ
れ
た
項
目
は
多
く
、
蘭
学
者
の
参
考
書
と
し
て
重
用
さ
れ
て
い
た
。二
冊
本
、
七
冊
本
に
見
ら
れ
る
銅
版
画
製
作
関
係
項
目
「
ボ
イ
ス
」
も
こ
の
「
シ
ヨ
メ
l
ル
」
の
二
種
類
も
と
も
ど
も
銅
版
画
創
製
の
頃
ま
で
に
は
入
っ
て
い
た
こ
と
は
判
明
し
た
が
、
創
製
者
の
江
漢
、
訳
読
者
の
大
槻
玄
沢
と
も
「
其
書
」
と
い
う
だ
け
で
当
時
明
確
に
書
名
を
挙
げ
て
い
な
い
以
上
、
技
法
関
係
の
項
目
が
あ
れ
ば
や
は
り
考
察
の
対
象
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。
七
冊
本
に
関
係
項
目
の
あ
る
こ
と
は
「
厚
生
新
編
」
に
優
れ
た
統
訳
が
あ
る
こ
と
で
既
に
明
か
で
あ
る
が
、
二
冊
本
は
如
何
か
と
い
え
ば
多
く
の
項
目
は
な
く
第
二
巻
に
彫
版
法
プ
ラ
l
ト
ス
ネ
イ
デ
ン
司
戸
〉
〉
吋
ω
Z
Jヘロ開
Z
の
た
だ
一
項
目
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
に
は
印
刷
イ
ン
グ
に
関
し
て
第
一
巻
の
H
Z同
吋
の
項
に
ロH
N
己
開
ハ
'
H
Z同
H
，
が
あ
る
。
七
冊
本
で
は
和
訳
さ
れ
た
開
吋
ω閃
Z
が
第
二
巻
、
一
七
六
九
年
、
彫
刻
版
画
の
項
と
し
て
彫
刻
法
の
河
〉
〈
閃
何
月
間
C
Z
ω
吋
、
が
同
じ
く
第
二
巻
、
彫
版
法
司
円
、
〉
〉
叶
ω
・
Z
ロ
ロ
開
Z
第
五
巻
一
七
七
三
年
、
印
刷
法
司
円
、
〉
〉
吋
ロ
河
口
問
問
問
Z
第
五
巻
、
イ
ン
グ
は
ロ
河
口
E
Z同
吋
第
三
巻
一
七
七
O
年
、
が
あ
り
、
他
に
ωづ
同
月
間
巧
〉
寸
何
回
N
第
六
巻
一
七
七
五
年
や
短
い
記
述
だ
が
冨
何
N
N
O
叶
H
Z、吋
O
の
項
が
第
四
巻
一
七
七
一
年
に
見
ら
れ
る
。
以
上
挙
げ
た
「
ボ
イ
ス
」
「
シ
ヨ
メ
l
ル
」
の
各
項
目
の
内
容
を
検
討
比
較
し
て
実
作
上
最
も
有
効
な
も
の
が
何
れ
で
あ
る
か
を
次
章
で
詳
述
す
る
。
註
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ハ
一
〉
宗
教
画
に
対
す
る
日
本
圏
内
の
需
要
の
状
態
を
訴
へ
た
宣
教
師
た
ち
の
書
翰
に
つ
い
て
は
、
キ
リ
七
美
術
研
究
ノ、
五
号
シ
タ
ン
研
究
第
七
輯
シ
ユ
ッ
テ
J
・
F
・
「
ヴ
ア
チ
カ
ン
図
書
館
所
蔵
パ
レ
ト
写
本
に
つ
い
て
」
中
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
製
の
絵
画
と
原
版
に
多
く
引
用
さ
れ
て
い
る
。
(
一
一
)
前
掲
書
「
銅
版
彫
刻
学
舎
の
始
め
」
で
、
「
そ
の
創
立
は
、
巡
察
師
ワ
リ
ニ
ア
l
ノ
の
二
回
目
来
朝
(
一
五
九
O
年
七
月
二
十
一
日
〉
後
間
も
な
い
頃
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
よ
と
し
マ
ツ
コ
ー
ル
ト
『
O
国
Z
ロ
-znn〉
巴
し
は
「
一
五
八
五
年
有
馬
に
そ
の
た
め
に
派
遣
さ
れ
た
ツ
ヨ
グ
ア
ン
ニ
・
ニ
コ
ロ
台
。
〈
E
E
z
k
g
Z
(
一
五
六
O
l
-
-ハ
〉
が
彼
の
画
学
舎
を
発
足
さ
せ
た
に
相
違
な
い
、
」
開
ω門
{
山
、
』
命
的
巳
門
〉
門
司
い
-
ロ
-fyo
司
ω円
開
m
w
m
A
い
H
O
A
F
-吋
と
し
て
い
る
。
(
三
〉
マ
ツ
コ
l
ル
氏
は
前
掲
論
文
中
で
「
一
五
九
O
年
七
月
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
印
刷
機
の
到
着
に
ょ
っ
て
、
ニ
コ
ロ
は
彫
刻
釧
版
画
の
技
術
を
教
え
始
め
る
こ
と
が
で
き
、
同
年
彼
の
生
徒
の
ひ
と
り
が
聖
ぺ
テ
ロ
(
パ
レ
ト
写
本
中
に
あ
る
銅
版
画
の
一
枚
の
乙
と
)
の
ハ
一
五
九
O
の
)
年
記
を
入
れ
た
銅
版
画
を
作
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
シ
ユ
1
ル
ハ
ン
マ
ー
師
は
、
「
印
刷
機
と
い
っ
し
ょ
に
印
制
者
と
し
て
来
た
本
修
道
士
一
名
が
字
型
の
製
造
と
彫
刻
銅
版
画
を
若
い
日
本
人
た
ち
に
教
え
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
の
g円
m
m
n
F
C
5
ω
ヨ
ヨ
日
ω・】・
口一
σ
』
om山
口
一
円
。
ロ
呂
町
的
O
ロ川口・
0
仏
g
H∞
C
H
H
仏
同
吋
・
し
『
印
}
同
門
町
ロ
ロ
門
芯
立
ω
ロ
ロ
門
ご
可
巴
ロ
2
z
g
E
E
O
守
宮
E
m
n
y
o
E巳
R
E・
5ω
(
四
〉
シ
ユ
l
ル
ハ
ン
マ
ー
前
掲
書
一
一
九
頁
(
五
)
エ
ド
ア
ル
ド
・
キ
ヨ
ソ
ネ
E
O
R
ε
2
5
8
5
5
ω
ω
l
E
g
イ
タ
リ
ア
、
ヅ
ェ
ノ
グ
ア
の
人
。
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
ア
ン
マ
イ
ン
の
ド
ン
ド
ル
フ
印
刷
会
社
の
有
価
紙
の
原
版
彫
刻
師
と
し
て
在
職
中
、
日
木
の
大
蔵
省
紙
幣
寮
の
招
聴
に
応
じ
て
来
日
。
'
銅
凹
版
の
本
格
的
技
術
を
伝
え
た
。
し
か
し
紙
幣
印
刷
の
極
秘
性
か
ら
、
彼
の
技
術
が
実
用
凹
版
の
面
に
発
揮
さ
れ
継
承
さ
れ
て
も
、
一
般
に
公
関
さ
れ
る
と
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
聞
の
状
態
に
つ
い
て
は
西
村
貞
「
日
本
銅
版
画
志
」
玄
々
堂
藤
山
と
明
治
初
期
の
印
刷
文
化
三
九
一
l
四
頁
、
小
野
忠
重
「
版
画
」
岩
波
新
書
銅
版
の
復
活
|
|
民
間
の
銅
版
あ
た
り
に
見
ら
れ
る
。
実
技
上
の
特
殊
性
が
現
代
の
印
刷
局
彫
刻
課
な
ど
に
残
っ
て
お
り
、
今
日
の
世
界
の
彫
刻
銅
版
画
の
製
作
方
法
と
違
う
点
は
拙
著
「
銅
版
画
の
技
法
」
八
四
頁
参
照
(
六
〉
野
呂
元
丈
(
一
六
九
三
l
一
七
六
一
宝
暦
十
一
年
)
は
寛
保
元
年
(
一
七
四
一
〉
に
阿
蘭
陀
禽
獣
最
魚
図
和
解
〈
ヨ
ン
ス
ト
ン
ス
の
書
の
抄
訳
)
の
序
の
部
分
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
重
ノ
所
ハ
銅
板
ナ
リ
文
字
ノ
所
ハ
鉛
ナ
リ
鉄
テ
モ
彫
レ
陀
鋳
出
テ
不
宜
ユ
へ
近
コ
ロ
ハ
ミ
ナ
鉛
錫
ヲ
用
ト
云
蘭
学
資
料
研
究
会
、
研
究
報
告
第
三
一
号
ド
ド
ネ
ウ
ス
ロ
河
口
ペ
ロ
叶
・
岡
村
千
曳
目
。
関
わ
同
の
邦
訳
H
遠
西
草
木
譜
に
つ
い
て
ハ
七
〉
残
年
は
文
政
元
年
(
一
八
一
八
)
で
あ
る
こ
と
は
明
か
だ
が
、
彼
の
著
書
な
ど
か
ら
生
年
に
は
ニ
l¥ 
説
あ
り
、
延
享
四
年
(
一
七
四
七
)
元
文
三
年
(
一
七
三
八
)
と
な
り
未
だ
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
彼
の
生
家
や
彼
自
身
の
生
い
た
ち
も
判
っ
て
い
な
い
。
司
馬
江
漢
を
名
の
っ
た
理
由
は
彼
の
「
春
波
楼
筆
記
」
に
、
「
名
は
峻
、
姓
は
司
馬
、
宇
は
君
獄
、
号
は
江
漢
と
す
。
峻
獄
を
以
て
名
字
と
す
。
」
と
あ
る
。
98 
(
八
)
江
漢
の
風
景
銅
版
画
の
殆
ど
は
覗
眼
鏡
を
透
し
て
見
る
も
の
で
、
表
題
の
文
字
は
勿
論
、
実
際
の
景
色
も
左
右
逆
向
き
に
印
刷
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
原
版
に
は
表
題
文
字
は
そ
の
ま
ま
、
風
景
は
実
景
通
り
描
け
ば
よ
い
こ
と
に
な
る
。
ま
た
覗
眼
鏡
用
の
銅
版
画
は
手
彩
色
を
ほ
ど
こ
し
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
の
風
景
銅
版
画
の
画
面
の
大
ぎ
さ
も
装
置
の
関
係
か
ら
か
一
定
し
て
い
た
よ
う
で
二
八
・
五
×
四
一
・
五
セ
ン
チ
ほ
ど
の
横
物
で
あ
る
。
風
景
釧
版
画
の
製
作
期
間
は
主
と
し
て
天
明
年
聞
に
集
中
し
て
い
る
。
(
九
)
前
述
の
風
景
画
と
違
い
、
覗
眼
鏡
用
で
な
い
少
数
の
銅
版
画
作
品
の
う
ち
の
一
点
。
二
了
五
×
九
・
六
セ
ン
チ
と
小
さ
く
、
彩
色
し
て
な
い
。
画
面
内
の
向
っ
て
左
に
あ
る
の
は
凹
版
用
プ
レ
ス
、
左
の
部
分
の
横
向
き
に
背
中
を
見
せ
た
二
人
の
そ
ば
に
あ
る
ら
せ
ん
の
つ
い
た
垂
直
の
棒
の
上
部
に
棒
が
で
て
い
る
も
の
は
、
恐
ら
く
凸
版
印
刷
機
で
、
人
物
は
そ
れ
を
操
作
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
中
心
の
画
架
に
向
っ
て
い
る
人
の
後
で
背
中
を
丸
く
し
て
い
る
人
物
は
印
刷
の
具
合
を
眺
め
て
い
る
制
師
の
一
人
と
思
わ
れ
る
。
十
七
・
八
世
紀
の
印
刷
工
房
の
内
部
風
景
を
描
い
た
エ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
を
連
想
さ
せ
る
図
柄
で
あ
り
、
画
面
内
部
へ
の
開
放
部
分
や
そ
の
奥
の
風
景
か
ら
原
画
の
あ
る
こ
と
を
想
像
さ
せ
る
。
(
一
O
〉
宝
暦
七
年
(
一
七
五
七
〉
l
文
政
十
年
(
一
八
二
七
)
名
は
茂
質
字
は
子
焼
、
玄
沢
は
通
称
、
磐
水
と
号
し
た
。
安
永
八
年
(
一
七
七
九
)
か
ら
前
野
良
沢
の
門
広
入
っ
た
が
、
そ
の
門
下
同
好
の
諸
子
と
し
て
「
蘭
学
階
梯
」
の
中
で
江
漢
の
名
を
挙
げ
て
い
る
。
江
漢
と
の
交
際
は
こ
れ
よ
り
始
ま
っ
た
「
六
物
新
志
」
天
明
六
年
刊
に
江
漢
は
人
魚
の
挿
画
を
描
い
て
い
る
。
し
か
し
寛
政
六
年
以
も
の
か
。
降
は
離
れ
て
い
っ
た
と
思
は
れ
る
。
な
お
江
漢
と
関
学
社
中
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
佐
藤
昌
介
著
「
洋
学
史
研
究
序
説
」
一
二
ハ
頁
註
初
、
後
述
の
註
(
一
二
)
の
「
盲
蛇
」
、
あ
る
い
は
岡
村
千
曳
「
紅
毛
文
化
史
話
」
一
八
五
|
一
八
八
頁
な
ど
参
照
。
(
一
一
)
大
阪
の
市
井
人
坪
井
屋
吉
右
衛
門
の
乙
と
。
元
文
元
年
(
一
七
一
三
ハ
)
大
阪
生
ま
れ
、
享
和
二
年
(
一
八
O
二
)
残
。
代
々
の
酒
造
家
。
博
物
学
の
好
事
家
、
著
述
も
あ
る
が
、
江
漢
と
の
交
友
に
つ
い
て
は
、
黒
田
源
次
「
江
漢
西
遊
日
記
」
の
「
司
馬
江
漢
西
遊
日
記
に
つ
い
て
」
三
八
l
四
三
頁
参
照
。
ハ
一
二
)
早
稲
田
大
学
図
書
館
月
報
第
十
九
号
大
槻
玄
沢
「
腕
港
漫
録
」
ハ
一
三
〉
月
報
前
掲
岡
村
千
曳
「
和
蘭
鏡
序
践
に
つ
い
て
」
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
寛
政
四
年
刊
の
「
輿
地
略
説
」
に
も
既
に
述
べ
て
い
る
し
、
図
略
説
」
の
始
め
に
も
述
べ
て
い
る
。
「
地
球
全
(
一
四
〉
(
一
五
)
宝
暦
八
年
(
一
七
五
八
〉
|
文
政
十
二
年
(
一
八
二
九
)
将
軍
家
斉
の
老
中
職
を
天
明
七
年
ハ
一
七
八
七
)
六
月
か
ら
寛
政
五
年
(
一
七
九
三
〉
七
月
ま
で
つ
と
め
た
。
定
信
が
直
接
名
指
し
で
江
漢
の
銅
版
画
製
作
の
秘
密
主
義
を
批
判
し
た
と
の
項
と
対
照
的
に
、
江
漢
が
彼
の
「
春
波
楼
筆
記
」
に
書
い
た
つ
白
川
侯
博
学
敏
才
に
は
あ
れ
ど
、
地
理
の
事
に
お
い
て
は
い
ま
だ
究
め
ざ
る
事
あ
る
に
近
し
」
が
定
信
の
対
露
政
策
を
批
判
し
た
も
の
と
し
て
し
ば
し
ば
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
(
一
六
〉
岡
村
「
紅
毛
文
化
史
話
」
寛
政
時
代
の
洋
学
者
番
附
二
種
。
(
一
七
〉
宝
桝
四
年
(
一
七
五
四
)
|
文
化
五
年
(
一
八
O
八
〉
兄
は
「
解
体
新
書
」
の
融
訳
者
の
一
人
で
あ
っ
た
桂
川
甫
周
で
、
桂
川
家
は
代
々
私
蘭
流
外
科
医
で
、
平
賀
源
内
の
門
弟
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
江
漢
と
の
交
渉
の
程
度
は
不
明
だ
が
、
多
才
な
人
で
仕
事
は
多
方
面
に
亙
っ
た
。
小
野
忠
重
「
紅
毛
雑
話
」
岡
村
「
紅
毛
文
化
史
話
」
桂
川
甫
斎
等
参
照
。
(
一
八
)
∞
百
円
w
t
E
Z円
オ
ラ
ン
ダ
語
強
水
と
訳
す
。
そ
の
薬
性
の
強
さ
は
本
文
で
引
用
の
文
献
の
他
に
も
多
く
見
る
乙
と
が
で
き
る
。
(
一
九
〉
斜
め
に
版
板
を
た
て
か
け
府
蝕
薬
を
か
け
る
方
法
の
こ
と
。
流
れ
落
ち
た
液
は
下
に
磁
製
の
か
め
を
用
意
し
て
受
げ
る
(
図
版
E
参
照
)
。
他
に
も
腐
蝕
薬
の
使
用
法
は
あ
る
が
、
後
出
(二
O
〉
官
設
薬
品
会
は
天
明
元
年
(
一
七
八
一
)
五
月
、
同
二
年
五
月
、
同
三
年
夏
、
同
四
年
五
月
に
聞
か
れ
た
。
そ
の
会
場
と
し
て
明
和
二
年
(
一
七
六
五
〉
神
田
佐
久
間
町
に
開
校
さ
れ
た
瞬
寿
館
が
始
め
の
内
使
用
さ
れ
た
。
同
館
は
寛
政
三
年
(
一
七
九
一
〉
そ
の
制
度
が
改
め
ら
れ
官
立
の
医
学
校
と
な
る
。
始
め
て
本
草
会
、
薬
品
会
と
い
わ
れ
た
も
の
が
聞
か
れ
た
の
は
十
八
世
紀
中
頃
か
ら
で
、
次
第
に
大
規
模
に
な
り
物
産
会
と
い
わ
れ
、
薬
用
植
物
な
ど
を
主
と
し
た
薬
物
の
品
評
会
で
あ
っ
た
。
学
者
相
互
の
研
究
、
一
般
民
衆
へ
の
天
産
物
の
知
識
と
趣
味
の
普
及
を
目
的
と
し
た
。
な
お
平
賀
源
内
の
「
物
類
品
隙
」
六
巻
は
宝
肝
七
年
か
ら
十
二
年
迄
に
五
回
本
郷
湯
島
で
行
な
わ
れ
物
産
会
の
出
品
物
二
0
0
O
種
の
中
か
ら
三
六
O
種
を
撰
ん
で
つ
く
ら
れ
た
。
明
治
前
生
物
学
史
I
二
一
一
|
二
二
五
頁
参
照
(
二
一
一)
後
述
本
文
の
「
シ
ヨ
メ
!
ル
」
に
つ
い
て
あ
る
い
は
拙
稿
蘭
研
報
告
第
二
二
八
号
「
シ
ヨ
メ
ー
ル
オ
ラ
ン
ダ
語
版
に
つ
い
て
」
参
照
(
二
一
一
)
松
原
右
仲
の
乙
と
岡
村
「
紅
毛
文
化
史
話
」
忘
れ
ら
れ
た
銅
版
画
家
松
原
右
仲
参
照
(
二
三
〉
定
信
が
こ
こ
ろ
み
た
と
い
う
実
際
に
つ
い
て
は
不
明
司
馬
江
漢
創
製
の
腐
蝕
銅
版
画
技
法
の
原
典
に
つ
い
て
上
(
二
四
〉
擦
を
採
っ
た
後
、
さ
ら
に
細
い
技
を
庖
丁
で
し
め
つ
け
て
採
っ
た
漆
。
「
せ
し
め
漆
」
は
水
分
が
少
な
く
下
地
用
に
適
す
と
さ
れ
て
い
る
。
(
松
田
権
六
著
う
る
し
の
話
岩
波
新
書
二
九
頁
〉
「
西
洋
画
談
」
(
後
出
)
を
著
し
た
高
森
観
好
は
漆
に
も
評
し
く
「
漆
諜
秘
録
全
」
を
口
述
し
て
い
る
。
そ
の
中
』と一
脊
〆
と
い
ふ
ハ
。
木
も
枝
も
切
取
。
長
サ
よ
き
程
-
一
切
取
り
て
。
沢
水
に
て
も
。
溜
り
た
る
水
の
あ
る
所
江
。
浸
し
置
時
は
。
木
の
両
方
よ
り
漆
流
れ
い
ず
る
也
。
是
を
取
た
る
を
脊
メ
と
い
ふ
。
則
木
よ
り
〆
出
す
と
い
ふ
心
な
る
べ
し
。
一
又
脊
〆
ハ
。
至
て
強
き
故
。
地
漆
。
む
品
目
』
漆
。
っ
き
立
。
等
に
は
よ
け
れ
と
も
。
つ
や
が
な
き
故
。
上
塗
に
な
ら
す
。
故
に
脊
〆
ハ
下
地
も
の
と
心
得
ベ
し
。
乙
の
う
る
し
と
金
属
面
と
の
密
着
防
蝕
性
、
腐
蝕
の
お
わ
っ
た
後
そ
れ
を
は
が
す
乙
と
に
つ
い
て
は
実
験
し
て
い
な
い
の
で
そ
の
程
度
に
つ
い
て
は
ま
だ
不
明
で
あ
る
。
ハ
二
五
)
定
信
が
ど
の
程
度
ホ
イ
ス
シ
ヨ
メ
l
ル
を
訳
読
し
た
か
不
明
だ
が
、
少
く
と
も
こ
の
項
に
記
さ
れ
た
腐
蝕
の
方
法
に
該
当
す
る
や
り
方
は
そ
れ
ら
の
蘭
書
に
は
見
当
ら
な
い
。
(
二
六
)
腐
蝕
を
行
う
際
、
腐
蝕
を
必
要
と
し
な
い
箇
所
の
版
面
を
保
護
し
防
蝕
剤
と
し
て
の
役
目
を
は
た
す
も
の
と
し
て
先
に
「
せ
し
め
う
る
し
」
を
出
し
て
あ
っ
た
が
、
白
蝋
に
松
脂
を
交
へ
て
つ
く
る
処
方
は
ボ
イ
ス
シ
ヨ
メ
l
ル
に
は
出
て
い
な
い
。
本
文
で
後
述
す
る
よ
う
に
ボ
イ
ス
の
辞
書
に
は
エ
ツ
チ
ン
グ
に
関
す
る
必
要
な
薬
品
類
の
処
方
を
具
体
的
に
出
し
た
箇
所
は
な
い
。
シ
ョ
メ
l
ル
一
七
四
三
年
二
冊
本
で
は
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を
基
本
材
料
と
し
た
、
夏
H
硬
、
冬
H
軟
の
二
通
り
の
ニ
ス
を
用
い
る
、
と
し
て
あ
る
だ
け
で
他
に
腐
蝕
作
業
の
途
中
で
描
い
た
線
の
腐
蝕
を
中
断
す
る
場
合
に
油
と
ヘ
ッ
ト
(
O
Z
O
R
H
〈
旦
)
の
混
合
物
を
こ
す
り
つ
け
る
、
と
し
て
い
る
。
鉄
ま
た
銅
版
へ
の
彫
刻
の
場
合
に
用
い
る
混
合
物
と
し
て
白
鉛
二
に
対
し
て
白
ロ
1
三
を
加
え
、
そ
れ
を
融
か
し
て
棒
状
に
し
た
も
の
と
い
う
処
方
が
の
っ
て
い
る
。
七
冊
本
に
載
っ
た
分
は
後
に
「
厚
生
新
編
」
に
訳
出
さ
れ
た
が
チ
ャ
ン
「
ピ
ウ
ル
ゴ
ン
デ
ゼ
」
〈
地
名
)
滞
、
松
香
ト
カ
火
に
上
せ
て
溶
し
け
る
も
の
に
入
れ
各
四
十
銭
、
右
二
品
を
新
タ
な
る
査
の
能
く
湖
薬
を
か
此
に
胡
桃
油
或
は
直
麻
油
三
拾
二
銭
を
加
へ
煮
て
其
薬
料
少
許
を
指
の
聞
に
取
て
総
務
』
引
く
ほ
ど
に
至
り
是
を
取
り
硝
子
壕
に
入
れ
其
口
に
獣
の
跨
脱
を
覆
ひ
帖
し
て
固
封
し
貯
う
是
を
其
熱
に
乗
し
て
清
き
布
片
に
て
櫨
過
し
清
き
壷
に
入
れ
棒
の
形
と
為
し
99 
他
に
「
カ
ル
ロ
ッ
ト
」
G
R門
吉
ゅ
の
巳
-
o
C
の
処
方
と
し
て
九
美
術
究
研
... 】・
/' 
五
号
上
好
透
明
の
の
亜
麻
油
を
熱
し
て
同
量
の
乳
香
を
加
へ
る
方
法
と
次
の
八
銭
の
三
材
料
を
調
合
加
熱
し
て
作
る
方
法
が
で
て
い
る
。
「
ア
ス
パ
ル
ト
」
十
六
銭
白
蝋
十
六
銭
「
ビ
ウ
ル
ゴ
ン
ヂ
セ
」
滞
七
巻
之
一
に
シ
ョ
メ
l
ル
と
い
う
蛮
書
に
痘
は
疫
な
り
と
て
、
専
ら
解
毒
の
治
法
を
記
し
:
:
:
巻
之
こ
に
は
シ
ョ
メ
i
ル
に
枕
の
よ
う
な
る
も
の
に
、
鶏
の
糞
と
毛
を
い
れ
、
王
子
を
た
て
に
し
て
、
(
中
略
)
廿
一
日
め
に
卵
を
わ
り
鶏
を
出
す
と
い
ふ
井
に
シ
ョ
メ
l
ル
が
考
に
は
火
の
勢
ひ
を
も
て
卵
を
も
生
じ
ぬ
べ
し
と
の
み
書
を
け
り
。
ま
た
定
信
が
ボ
イ
ス
の
辞
書
を
見
た
と
す
れ
ば
リ
ユ
ク
ト
ポ
ン
プ
を
書
い
た
項
ゃ
、
ボ
イ
ス
の
鼠
を
和
子
鐘
に
い
れ
た
そ
の
挿
図
で
は
な
い
か
と
思
う
。
「
鼠
馳
等
の
生
物
を
入
れ
、
死
活
を
な
さ
し
む
る
器
」
で
「
其
窮
理
の
舎
に
図
説
あ
り
と
や
」
と
な
っ
て
い
る
。
ボ
イ
ス
以
外
の
蘭
書
に
出
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
巻
之
一
、
二
の
両
巻
に
リ
ユ
ク
ト
ポ
ン
プ
を
扱
っ
た
項
が
あ
る
。
も
っ
と
も
大
槻
玄
沢
の
「
蘭
説
排
惑
」
巻
下
に
も
「
り
ゆ
く
と
ぽ
む
ぷ
」
の
こ
と
が
書
か
れ
て
お
り
「
殺
活
車
」
と
題
し
て
い
る
。
(
二
八
〉
江
漢
が
平
賀
源
内
の
こ
と
を
書
い
た
の
は
と
の
他
に
「
春
波
楼
筆
記
」
の
中
に
あ
る
。
江
漢
は
源
内
か
ら
和
蘭
関
係
の
文
物
に
つ
い
て
多
く
学
ん
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
壮
年
と
い
う
の
は
何
時
頃
の
事
か
不
明
で
あ
る
。
な
お
銅
版
画
に
つ
い
て
は
当
時
源
内
所
蔵
の
蘭
書
の
挿
画
か
ら
も
啓
蒙
さ
れ
る
機
会
は
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
他
に
多
く
の
著
述
が
あ
る
が
、
そ
の
中
の
「
蘭
療
方
」
「
蘭
療
薬
解
」
は
共
に
文
化
三
年
(
一
八
O
六
)
刊
、
前
者
の
巻
末
に
は
山
口
素
絢
の
画
い
た
「
器
物
図
説
」
の
木
版
図
が
あ
り
、
外
療
器
機
に
ハ
ニ
九
〉
っ
き
図
説
し
て
あ
る
が
、
そ
の
中
に
蒸
溜
器
の
解
説
が
あ
る
。
ま
た
後
者
の
巻
末
に
は
藤
若
子
の
薬
物
写
生
図
が
銅
版
画
で
入
っ
て
い
る
。
西
村
貞
「
日
本
銅
版
画
志
」
広
川
棚
著
聞
療
薬
解
の
銅
版
図
に
つ
い
て
二
三
五
l
二
四
四
頁
参
照
ハ
三
O
)
開
叶
印
刷
Z
エ
ツ
ツ
エ
ン
ガ
ラ
ヘ
!
レ
ン
。
河
〉
〈
何
何
回
開
Z
プ
ラ
l
ト
ド
リ
ュ
ッ
ケ
ン
司
F
〉
〉
、
吋
ロ
河
口
問
問
何
Z
技
法
項
目
の
比
較
本
稿
の
下
に
詳
述
会
二
〉
「
厚
生
新
編
」
に
訳
出
さ
れ
た
イ
ン
ク
の
各
項
は
次
の
通
り
ア
イ
ロ
ウ
藍
澱
羅
旬
「
イ
ン
ヂ
コ
」
和
蘭
「
イ
ン
デ
ス
・
ブ
ラ
l
ウ
」
ニ
O
墨
汁
羅
旬
「
ア
ト
ラ
メ
ン
テ
ュ
ム
」
和
蘭
「
イ
ン
キ
ト
」
100 
尋
常
の
墨
汁
製
法
懐
中
に
貯
へ
て
便
利
に
墨
汁
を
製
す
る
法
隠
顕
墨
汁
の
法
紅
墨
汁
製
法
段
紅
の
墨
汁
製
法
青
色
墨
汁
製
法
又
法
そ
し
て
と
の
後
に
鉛
版
銅
版
に
用
る
墨
汁
製
法
、
又
法
が
訳
出
さ
れ
て
い
る
。
ハ
三
一
一
〉
「
西
洋
画
談
」
随
筆
文
学
選
集
第
二
高
森
観
好
の
口
述
を
渡
辺
以
親
が
筆
録
し
た
も
の
、
原
本
は
国
会
図
書
館
蔵
、
ま
た
西
村
貞
「
日
本
銅
版
画
志
」
高
森
観
好
と
そ
の
著
西
洋
画
談
参
照
観
好
は
寛
延
三
年
(
一
七
五
O
)
水
戸
生
れ
、
文
政
十
三
年
(
一
八
三
O
〉
残
(
三
三
)
日
本
国
内
で
可
能
な
方
法
と
は
、
鉄
の
針
に
代
え
る
に
「
鯛
の
牙
を
と
り
て
竹
か
木
に
て
し
ば
り
、
牙
を
荒
砥
に
て
さ
ら
ノ
¥
と
ぎ
漆
に
て
柄
に
し
か
と
し
ζ
み
遣
ふ
な
り
」
ス
テ
ル
ク
ワ
1
デ
ル
H
腐
薬
の
処
方
は
シ
ョ
メ
l
ル
と
は
違
う
。
天
明
末
年
頃
桂
川
甫
周
の
許
に
在
塾
し
て
い
た
と
観
好
の
門
人
が
述
べ
て
い
る
が
(
西
村
、
前
掲
書
一
O
八
頁
)
「
西
洋
画
談
」
の
そ
の
項
で
ヲ
ヲ
ス
桂
川
法
眼
の
所
蔵
に
蘭
渡
の
「
ス
テ
ル
ク
ワ
ワ
l
デ
ル
」
有
払
良
擦
瓦
の
徳
利
に
入
是
を
こ
、
ろ
み
る
に
鉄
針
線
錬
の
類
を
入
る
と
忽
ち
徳
利
の
内
む
ら
/
¥
泡
だ
ち
是
を
引
上
れ
ば
鉄
の
性
ぬ
け
て
鉄
針
ほ
き
/
¥
と
折
れ
る
な
り
是
薬
性
の
甚
し
さ
を
見
る
ぺ
し
担
比
も
の
桂
川
氏
に
あ
り
て
始
て
日
本
に
て
(
乙
の
観
好
の
言
を
真
と
す
る
な
ら
ば
、
日
本
創
製
の
江
漢
の
最
銅
板
を
創
製
す
る
と
と
を
得
た
り
、
初
の
銅
版
画
の
腐
蝕
は
桂
川
家
に
あ
っ
た
和
蘭
渡
り
の
硝
酸
で
行
っ
た
こ
と
に
な
る
)
そ
れ
を
つ
く
る
生
ヱ
ン
セ
ウ
拾
匁
、
ロ
ウ
ハ
五
匁
、
丹
饗
拾
匁
、
水
銀
三
匁
、
磐
と
な
っ
て
い
る
。
今
日
の
化
学
知
識
で
は
効
果
の
判
別
し
難
い
薬
品
も
入
観
好
の
処
方
は
独
自
で
石
五
匁
雲
母
匁
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
以
上
の
薬
品
を
蒸
溜
す
る
方
法
も
独
自
で
あ
る
。
ま
た
当
時
の
記
録
と
し
て
プ
レ
ス
を
こ
れ
ほ
ど
は
っ
き
り
示
し
た
も
の
は
他
に
な
い
。
独
自
の
工
夫
と
は
腐
蝕
薬
の
処
方
も
そ
の
中
広
入
る
が
、
「
せ
し
め
う
る
し
」
を
以
て
防
蝕
剤
と
す
る
乙
と
、
「
銅
板
の
如
く
木
に
彫
て
其
形
鮮
明
な
る
仕
方
」
と
い
う
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
木
板
を
台
に
し
て
漆
を
塗
り
、
そ
れ
を
彫
っ
て
凹
版
と
す
る
彫
刻
木
凹
版
と
で
も
い
う
べ
き
方
法
で
あ
る
。
さ
ら
に
プ
レ
ス
を
使
用
せ
ず
に
凹
版
を
写
し
取
る
方
法
と
し
て
、
木
綿
ぎ
れ
が
布
団
状
に
つ
く
っ
た
中
に
小
糠
の
細
粉
の
し
め
っ
た
も
の
を
入
れ
、
銅
板
の
上
に
う
っ
き
う
と
す
る
紙
を
し
い
て
、
そ
の
直
ぐ
上
に
こ
の
ぬ
か
ぶ
と
ん
を
あ
て
て
上
か
ら
足
で
ま
ん
べ
ん
な
く
踏
付
げ
る
方
法
を
述
べ
て
い
る
。
(
三
四
)
「
絵
本
彩
色
通
」
は
北
斎
の
死
の
一
年
前
に
刊
行
の
本
。
彼
は
自
分
で
著
し
た
方
法
を
実
践
し
た
か
ど
う
か
は
不
明
。
腐
蝕
等
の
処
方
も
独
自
で
あ
る
が
、
そ
の
蒸
溜
の
図
は
観
好
の
も
の
と
よ
く
似
て
い
る
。「
く
さ
ら
か
し
の
仕
方
」
は
凹
版
と
い
う
よ
り
は
今
日
の
印
刷
用
の
凸
版
を
つ
く
る
の
と
同
じ
く
、
線
の
部
分
に
防
蝕
剤
(
ベ
ん
が
ら
を
ゑ
の
油
に
と
か
し
た
も
の
)
で
描
き
、
他
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
の
で
あ
る
か
ら
、
エ
ッ
チ
ン
グ
の
用
語
で
い
え
ば
オ
ー
プ
ン
・
バ
イ
ト
と
い
う
の
に
相
当
す
る
。
(
三
五
〉
江
漢
自
身
乙
の
ヲ
ル
レ
レ
イ
を
「
ボ
イ
ス
」
の
挿
画
か
ら
殆
ど
そ
の
ま
ま
銅
版
画
に
模
刻
し
手
彩
色
し
た
も
の
が
「
天
球
全
図
」
(
寛
政
丙
辰
の
年
記
あ
り
)
と
い
う
中
に
「
尾
ヰ
列
礼
凶
解
」
と
し
て
入
っ
て
い
る
(
神
戸
市
立
南
蛮
美
術
館
蔵
)
し
か
し
木
版
に
よ
る
そ
の
図
の
解
題
に
「
:
:
:
予
今
始
テ
モ
ト
ウ
l
、
ン
ス
コ
ー
ル
比
器
ヲ
創
製
ス
図
ス
ル
所
ノ
原
ハ
蘭
書
胡
質
和
寄
爾
ニ
載
ル
所
ノ
者
ヲ
模
写
シ
テ
以
テ
弦
ニ
出
ス
ノ
ミ
」
と
し
て
原
図
は
ウ
l
ヘ
ン
ス
コ
ー
ル
(
註
(
三
八
)
及
ロ
参
照
)
だ
と
述
べ
て
い
る
。
〈
コ
一
六
)
松
原
右
仲
の
乙
と
註
(
二
二
)
参
照
〈
三
七
〉
西
村
「
日
本
初
期
洋
画
の
研
究
」
晩
年
の
司
馬
江
漢
一
九
六
|
七
頁
参
照
(
三
八
〉
r-. 
)
内
は
表
記
蘭
書
房
」
引
用
記
載
し
た
江
漢
の
著
書
名
ア
ン
"
フ
ル
シ
ツ
ド
、
ニ
ヨ
ウ
ス
(
西
洋
画
談
)
「
ア
ン
プ
ル
シ
ツ
」
「
ド
、
ニ
ョ
ウ
ス
」
(
和
蘭
通
舶
)
ア
ン
プ
ル
シ
ツ
は
次
に
書
く
よ
う
に
ド
ド
ニ
ヨ
ウ
ス
の
名
前
ラ
ン
ペ
ル
テ
ウ
ス
の
乙
と
を
い
う
の
か
、
「
ア
ン
ボ
イ
ス
貝
譜
の
・
円
間
三
回
匂
E
S
H
F
-〉
日
σoERYσ
同
ω
ユZ
X
}
S
B
m♂
弓
O
印」
ド
ド
ニ
ョ
ウ
ス
の
本
の
原
名
は
問
。
ョ
σ
2
Z印
と
当
時
云
わ
れ
た
も
の
の
こ
と
を
指
す
の
か
不
明
。
ロ
O
門目。ロ
m
W
AW
C
印
い
わ
吋
己
山
、己
中
国
O
ゅの
F
〉
口
付
者
。
吋
?
同
∞
h
H
h酔
2 
ヨ
ン
ス
。
ト
ン
ス
。
(
西
洋
画
談
)
ヨ
ン
ス
ト
ン
ス
(
和
蘭
通
舶
、
春
波
楼
筆
記
)
』
ωロ
』
Oロ
印
円
。
ロ
回
一
Z
ω
c
d弓
W
2
C
H・-mw
回命的の
}M3『〈
E
m
〈
釦
ロ
門
目
。
Z
町三
CC円
仏
m山
門
〈
ぽ
門
〈
Omw片
山
凶
作
口
一
0・
円
2
・
5
m
m
g
g
回一
o
a
-
0
0
8
君
主
2
・ロ
-
2
2・
〈
。
-mop
同
円
。
口
付
巳
・
ロ
-
0
5
2
m
z
m
g
g
ロ
srmwp
〉
ヨ
凹
広
三
ω
ヨ
5
0
0
3 
コ
ン
ス
ト
。
シ
キ
ル
ド
。
ブ
|
ク
。
(
西
洋
画
談
〉
コ
ン
ス
ト
シ
キ
ル
ド
ブ
l
ク
(
和
蘭
通
舶
)
乙
の
本
に
つ
い
て
は
不
明
。
註
(
四
四
)
参
照
4 
ボ
イ
ス
(西
洋
画
談
、
和
蘭
通
舶
、
地
球
全
凶
略
説
、
聴
音
機
引
札
〉
原
題
な
ど
後
述
本
文
参
照
司
馬
江
漢
創
製
の
腐
蝕
銅
版
画
技
法
の
原
典
に
つ
い
て
上
5 
ゼ
l
。
ス
ピ
l
ゲ
ル
。
(
地
球
全
図
略
説
)
N
2
ω
u
w
m巳
本
木
良
永
訳
と
い
わ
れ
る
阿
蘭
陀
海
鏡
書
和
解
(
航
海
書
〉
が
あ
る
。
原
本
不
詳
。
プ
ヲ
ン
6
フ
ラ
ン
カ
l
ル
ツ
「
ア
ナ
ト
ミ
l
イ
」
(
和
蘭
天
説
)
ア
ナ
ト
ミ
l
イ
(
独
笑
妄
言
〉
当
時
歩
l
蘭
カ
ル
ー
加
l児
解
l体
l書
と
い
わ
れ
た
も
の
。
原
題
は
ω
z
z
g
E
2
2
Rけ
(Hm印
。
ー
ロ
。
N
)
Z
2当。
Z
2
0円
自
己
ぬ
〉
ロ
凶
作
Oヨ
ぽ
7 
「
ハ
ル
レ
ン
テ
イ
ン
」
(
和
蘭
通
舶
)
r齢
制
貯
(
六
物
新
志
守
口
い
回
命
的
。
Z
・
ヲ
ニ
口
町
四
〈
ω
ロ
O
ロ門目。
H
M
Z芯
口
語
0
0
2・同門戸門日目。
P
ロ
O吋門町・
0
2・
〉
ヨ
m
Z円門
E
B
W
H吋
Nhp
霊
鷲
山
図
説
〉
司
E
口町
O
Z
〈
巳
0
・
llNG-m
〈
o-m-
8 
「
ウ
ェ
イ
レ
ル
ド
ベ
シ
ケ
レ
イ
ヒ
ン
グ
」
(
春
波
楼
筆
記
)
巧
白
色
門
戸
σ
g
n
y
-
-
i
D
m
か
、
朽
木
隠
岐
{
寸
の
所
蔵
か
ら
松
浦
侯
の
有
に
帰
し
た
と
あ
る
が
、
原
本
不
明
9 
コ
ロ
l
ト
ヒ
ス
ト
リ
(
春
波
楼
筆
記
〉
天
地
開
闘
の
事
を
志
し
た
書
と
し
海
老
沢
有
道
氏
は
。
何
C
C吋
国
広
同
0
1
0
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
該
当
書
は
見
当
ら
な
い
と
記
し
て
い
る
(
南
蛮
学
統
の
研
究
三
八
七
頁
)
有
坂
隆
道
「
豪
商
升
屋
平
右
衛
門
勲
の
蔵
書
・
収
集
品
に
つ
い
て
ω」
(
史
泉
第
三
十
三
号
)
に
引
用
の
「
書
物
目
録
」
に
あ
る
「
ア
ル
ゲ
メ
l
ネ
ヒ
ス
ト
リ
ー
」
拾
九
巻
但
剖
判
総
史
天
地
剖
判
セ
ル
開
闇
ノ
初
ヨ
リ
今
時
ニ
至
ル
マ
テ
ノ
教
千
載
ノ
史
録
也
と
表
題
は
違
う
が
同
一
の
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
と
あ
る
書
物
10 
ヒ
ス
ト
リ
イ
ハ
写
本
お
ら
ん
だ
俗
話
〉
歴
史
書
で
「
イ
ス
パ
ニ
ヤ
」
国
よ
り
和
蘭
へ
使
者
の
来
リ
乙
の
図
と
記
あ
り
」
と
な
っ
て
い
る
。
原
書
不
明
。
前
出
山
片
重
芳
の
「
書
物
目
録
」
に
あ
る
挿
図
の
多
い
「
子
|
テ
ル
ラ
ン
ト
ヒ
ス
ト
リ
ヘ
ン
ニ
ン
ケ
ン
」
大
本
四
巻
と
あ
る
も
の
と
同
じ
か
と
思
わ
れ
る
。
11 
マ
ル
チ
ネ
ト
H
麻
繭
知
業
杜
雪
花
園
の
原
図
掲
載
本
と
し
て
引
用
同
・
司
・
冨
ω
ユ
一
口
ぬ
け
い
同
mw門
0
・
12 
。
町
一
回
ヨ
ロ
ω
門
凶
作
円
ロ
伊
丹
ロ
ロ
円
四
冊
本
の
早
い
版
の
と
と
か
、
現
在
静
岡
県
立
中
央
図
書
館
葵
文
庫
に
は
第
五
版
一
七
七
九
|
一
七
八
六
が
あ
る
。
国
会
図
書
館
蔵
本
は
第
六
版
一
八
二
七
l
一
八
二
九
年
、
佐
賀
鍋
島
家
蘭
書
目
録
に
は
一
八
五
O
l五
三
年
の
も
の
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
オ
ル
レ
レ
イ
屋
耳
列
礼
図
解
の
説
明
に
引
用
前
出
「
書
物
目
録
」
に
あ
ワ
ー
へ
ン
ス
コ
ー
ル
H
胡
賢
和
寄
商
る
「
ア
ル
ゲ
メ
l
ネ
ゥ
、
ヘ
ン
ス
コ
l
レ
」
八
巻
ウ
エ
l
テ
ン
シ
カ
ツ
ぺ
ン
著
述
但
三
才
諸
術
芸
及
本
然
窮
理
学
校
諸
業
細
密
図
説
と
同
じ
と
思
わ
れ
る
が
、
原
本
は
不
明
。
13 
-， 
新
製
地
球
万
国
図
説
Lー
「
ジ
ョ
ウ
ガ
ラ
ヒ
イ
」
ハ
地
球
全
図
略
説
〉
朽
木
昌
綱
」
泰
西
輿
地
図
説
)
一
七
八
二
や
柱
川
甫
周
一
七
八
六
な
ど
に
使
わ
れ
だ
原
本
と
思
わ
れ
る
。
』
oyω
ロ
ロ
出
ロ
σロ
2
日
101 
義
体i
研
究
五
号
日ハ
0
2
σ
2
町
立
古
色
角
川
円
。
ロ
仏
ぬ
伶
口
口
一
o
c
d
gロ
mmwomgHUY一
。
・
〉
ヨ
件
。
円
門
U
S
H叶
NN
14 
「
シ
ョ
メ
1
ル
」
(
写
本
お
ら
ん
だ
俗
話
)
n
y
O
B己
本
文
民
詳
述
15 
「
コ
ン
ス
ト
カ
ヒ
ネ
ッ
ト
」
(
同
前
〉
問
。
5
長
ω
σ
E
Z
註
四
ニ
参
照
〈
三
九
)
制
作
の
こ
と
は
江
漢
の
江
馬
春
齢
宛
の
年
記
の
な
い
書
簡
に
み
ら
れ
る
。
西
村
前
掲
占
参
照
註
(
三
七
)
と
同
じ
(四
O
)
原
本
は
神
戸
市
立
南
蛮
美
術
館
蔵
(
日
付
と
東
都
芝
門
江
漢
司
馬
峻
著
ス
が
最
終
頁
に
見
ら
れ
る
〉
和
蘭
国
談
目
次
二
頁
本
文
四
一
頁
、
お
ら
ん
だ
俗
話
は
五
三
頁
。
一
頁
に
は
ほ
ぼ
二
百
字
ほ
ど
書
か
れ
て
い
る
。
〈
四
一
〉
「
退
閑
雑
記
」
は
寛
政
五
年
老
中
の
職
を
退
品
目
』
間
に
あ
っ
て
筆
を
取
っ
た
も
の
。
寛
政
六
年
か
ら
九
年
二
月
ま
で
の
分
は
前
編
十
三
巻
、
そ
の
後
寛
政
十
年
九
月
ま
で
の
分
は
後
編
四
巻
、
筆
写
で
伝
わ
り
明
治
二
五
年
刊
本
と
な
っ
た
。
〈
四
二
〉
シ
ョ
メ
l
ル
ω
n
E
E
R
W
Oロ
回
同
の
項
に
当
時
の
画
法
書
の
有
名
な
も
の
を
挙
げ
た
項
が
あ
り
、
そ
の
中
に
同
名
の
表
題
を
も
つ
も
の
が
あ
る
。
(
第
六
巻
一
七
七
五
年
三
二
七
O
頁
)
、
円
出
・
戸
別
n
C冨
J
「
何
日
開
。
ロ
印
門
w
m
E
E円
。
ぬ
吋
回
Oロ
ヨ
・
・
∞
の
}MFER--
回
2
5
y
o
z当・
0
ロ
の
円
釦
〈
0
0
ユ内ロロ内山
A
W
W
M
門凶作。一。ロ
と
い
う
オ
ラ
ン
ダ
語
版
一
七
四
五
年
が
そ
れ
で
あ
る
。
〈
四
三
)
司
・
巧
・
出
-
E
C
F
F
ω
吋巴
Z
ロ
E
n
y
g仏
E
o
E
5
回
忌
古
関
的
w
E
m円
S
E
m
-
m
E
当
0
0
・
円
四
n
z
z・
〈
o-
(
四
四
〉
コ
ン
ス
ト
シ
キ
ル
ド
ブ
l
ク
を
賜
ら
れ
た
と
江
漢
の
称
す
る
時
機
に
つ
い
て
の
不
審
は
早
く
は
黒
田
源
次
「
江
漢
西
遊
日
記
に
つ
い
て
」
三
四
l
五
頁
、
最
近
で
は
成
瀬
不
二
雄
、
武
塙
林
太
郎
「
小
野
田
直
武
と
司
馬
江
漢
の
関
係
に
つ
い
て
」
美
術
史
第
七
十
冊
三
四
頁
な
ど
に
見
ら
れ
る
。
(
四
五
)
三
通
り
の
見
方
の
う
ち
「
ボ
イ
ス
」
の
技
術
工
芸
辞
典
と
と
る
の
は
自
然
で
あ
る
と
思
う
。
「
シ
ヨ
1
メ
ル
」
と
す
る
見
方
の
う
ち
江
漢
の
明
記
し
た
「
ボ
イ
ス
」
と
の
関
連
の
指
摘
ゃ
、
そ
れ
を
別
に
し
て
も
単
に
「
シ
ヨ
メ
l
ル
」
と
し
た
理
由
の
提
示
が
な
い
ま
ま
に
そ
の
よ
う
に
見
る
意
見
も
見
受
け
ら
れ
る
が
、
納
得
が
い
か
な
い
。
ま
た
「
シ
ヨ
メ
l
ル
」
と
す
る
理
由
を
「
ボ
イ
ス
」
が
「
シ
ヨ
メ
ー
ル
」
の
本
の
表
題
の
「
ホ
イ
ス
ホ
1
デ
レ
エ
ク
・
ウ
オ
ル
デ
ン
ブ
ッ
ク
」
の
始
め
の
一
語
の
、
し
か
も
そ
の
靴
音
で
あ
る
と
い
う
見
方
を
西
村
「
日
本
銅
版
画
志
」
や
小
野
忠
重
「
江
戸
の
洋
画
家
」
で
は
取
っ
て
い
る
が
、
江
漢
自
身
「
ボ
イ
ス
」
「
シ
ヨ
メ
l
ル
」
と
使
い
分
け
て
い
る
以
上
そ
の
見
方
は
江
漢
に
関
し
て
成
立
た
な
い
と
と
は
明
か
で
あ
る
。
「
ボ
イ
ス
」
「
シ
ヨ
メ
l
ル
」
の
両
説
を
と
る
見
方
は
早
く
は
黒
田
源
次
「
司
馬
不
言
」
、
西
村
「
日
本
初
期
洋
画
の
研
究
」
(
西
村
氏
は
日
本
「
銅
版
画
誌
」
の
時
は
前
出
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
が
後
に
両
方
を
取
っ
て
い
る
)
池
長
孟
「
南
蛮
美
術
総
目
録
」
な
ど
が
あ
る
。
102 
題
名
は
新
撰
技
芸
及
科
学
綜
合
事
典
、
技
術
学
術
事
典
、
ボ
イ
ス
術
芸
全
書
、
ボ
イ
ス
韻
府
な
プ
イ
ス
ど
が
あ
る
。
「
典
籍
秦
鏡
」
(
江
戸
期
の
本
屋
の
手
控
へ
〉
に
は
蒲
乙
斯
と
欄
外
に
あ
り
、
銅
板
画
入
、
小
本
、
天
文
測
量
諸
芸
術
書
と
あ
り
、
此
書
ハ
紅
毛
園
、
一
ニ
才
図
会
共
可
調
書
籍
な
り
、
惣
て
の
事
お
(
四
六
)
何
と
な
く
書
し
候
本
な
り
、
と
説
明
し
て
い
る
。
(
四
七
〉
(
学
鐙
第
六
十
五
巻
第
図
版
模
写
の
現
存
の
一
例
拙
稿
「
勃
乙
期
」
「
縮
墨
爾
」
の
挿
画
十
二
号
参
照
)
(
四
八
)
板
沢
武
雄
「
日
蘭
文
化
交
渉
史
の
研
究
」
一
一
八
l
一
二
一
頁
。
四
O
一
|
四
O
二
頁
参
照
(
四
九
〉
東
洋
文
庫
蔵
「
厚
生
新
編
耐
子
部
」
上
巻
勃
乙
斯
術
芸
全
書
『
デ
ユ
ル
ク
ぺ
ル
ス
』
ロ
E
W
H
M
O
B
と
題
し
阿
蘭
陀
通
詞
中
山
作
三
郎
、
本
木
荘
左
衛
門
、
馬
場
為
八
郎
の
三
人
が
抄
訳
解
説
、
図
版
は
原
図
の
操
作
し
て
い
る
二
人
の
人
物
を
除
い
て
印
刷
機
だ
げ
を
全
辞
典
よ
り
模
写
転
載
し
て
あ
る
。
(五
O
)
厚
生
新
編
訳
述
の
底
本
二
七
一
頁
板
沢
前
掲
書
一
七
四
三
年
版
の
献
訳
者
の
宮
口
F
O口
問
巧
J
同開
ω
n
E
C何
回
は
辞
典
の
出
版
業
者
、
も
う
一
人
の
〉
・
出
・
巧
開
ω同
国
O
司
は
獣
医
学
士
で
の
C
Cロ
〉
の
中
学
校
長
で
愛
書
家
と
あ
る
。
七
冊
本
に
(
五
一
一)
は
醗
訳
と
い
う
文
字
は
な
く
、
改
訂
倍
増
補
第
二
版
と
し
て
あ
る
。
そ
の
撰
者
と
し
て
守
の
ρ
ロ
g
〉
Z
M
m
g仏
R
n
v
m
]自
己
他
数
人
と
記
し
一
七
七
八
年
題
名
を
変
え
て
出
し
た
版
と
続
編
の
九
冊
本
で
は
た
だ
単
に
戸
〉
・
の
国
〉
円
、
宮
C
、
吋
等
と
し
て
あ
る
。
n
y巳
ヨ
0
丹
は
軍
人
か
ら
出
版
業
に
転
じ
た
人
で
あ
っ
た
。
n
y巳
5
2
版
に
追
加
さ
れ
た
A
か
ら
V
ま
で
の
図
版
は
第
二
巻
に
A
一
枚
、
第
三
巻
に
C
一
枚
、
第
四
巻
な
し
、
第
五
巻
D
、
F
、
G
、
B
、
B
M
2
の
五
枚
、
第
六
巻
H
、
ー
、
K
、
L
、
M
、
N
、
0
、
P
、
Q
の
九
枚
、
第
七
巻
R
、
s、
T
、
V
の
四
枚
、
計
二
十
枚
で
あ
る
。
(
五
二
)
(
五
三
〉
〉
・
冨
-
E
Z口
一
〉
目
的
円
。
ミ
0
同
開
口
m
g
iロ
m
F
田
喜
一
コ
m
w
H
C
N
ω
-
N∞寸
l
N∞
∞
頁
註
(
三
八
)
に
前
出
の
山
片
重
芳
の
書
物
目
録
に
出
て
い
る
。
な
お
向
井
晃
「
シ
ヨ
メ
l
ル
の
(
五
四
)
伝
来
と
そ
の
影
響
」
蘭
学
資
料
研
究
会
研
究
報
告
一
六
O
参
照
(
五
五
)
前
掲
書
註
(
四
八
)
と
同
所
板
沢
(
五
六
〉
'/ 
二
六
八
|
九
頁
参
照
